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第CXXIX章 は、劇 の形 式 に なって い る。MoOy-D26々 の多 くの章 が劇 の形式 を とってい

るが 、なぜ そ うしな けれ ばな らなか った のか、 その理 由 はな にだ ろ うか、 とい う疑 問 に

た い して、考 え られ るのは、まず、Ahabを は じめ登場人 物 のす べてが運 命 に よって動 か

され る駒 の よ うな働 きを して いるの をMelvilleが 強調 した い ため で はなか ったか 、 とい

うこ とで あ る。Ishmaelと い うすべ て を見通 す人 物 に よって語 られ る とい う形式 も、白鯨

追 求讃 が運命 とい う見 えぬ手 によ って仕 組 まれ た もの で あるか の ように示 すた めの手法

であ る。 その意 図 をい っそ う押 し進 めたの が、劇形 式 であ る、 とい えな いだ ろ うか。 白

鯨物 語 のすべ て を照 覧 す る眼 が あ る とい う ことを示 すた め に劇 形式 を とった、 とい えな

いだ ろ うか。 た しか に、小 説 の形式 の 中 に劇形 式が まぎれ込 んで い るよ うに見 え、手 法

の不統 一が作 品 の欠点 で あ るよ うな印 象 を与 えるが、 それ を作者 の気 ま ぐれ と断 定す べ

きで はな い。

Ishmae1は 物 語 のす べて を照 覧 す る眼 を もって い る。この こと も、予 言者 の よ うな語 り

手 を介 在 させ た ところの 、姿 な き御手 、 とい った存在 を想起 させ るため の手法 で はなか

っただ ろ うか。〃o勿 一D嬬 は聖 書か ら手法 を借 りてい る とい えな いだ ろ うか。聖書 で語 ら

れ て いる話 は、語 り手 を通 して い るば あ い とそ うで ない ば あ いが あ る。 そ れ を まね て

Melvelleはlshmae1の 眼 を通 さな い個 所 、つ ま り劇 形 式 、 を置 いた ので はな いだ ろ うか。

劇 形 式 にな ってい る章 の分 布状態 は、つ ぎの ようにな って い る。まず最 初 は、Ahabが

は じめて 甲板 に姿 を現 わす第XXIX章E漉7且 加 ∂,'(,加7η,S'%6∂'で あ る。冬 至 の頃 の

降誕 日に出港 して以 来 は じめて姿 を現わ す、 とい うこ とは、船 が太 陽 の動 きに合せ て航

海 を始 めた ことにな るので、Ahabの 出現 は、お そ ら く、キ リス トの公現 日の1月8日 頃

で は ないか と思 わ れ る。 カ トリック暦で は、太 陽 とキ リス トを同一視 して祝祭 日を定 め

てい るか らで あ る。 冬至 は、太 陽 の誕 生 を祝 う日であ り、 カ トリック暦 で は、 それ が ク

リスマ スに当 て られて い る。つ ぎに劇形 式 があ らわれ るの は、第XXIX章 か ら第XL章 ま

で の、連続 した五 章、つ ま り、`丁加Q翻 惣 ハDεo眠S朔 ∫6践Dπs臥`躍 短 壇g伽 防'罐 ,'

`ル1毎短
g鉱Foγ66αs飽'で あ る。 このあ た りの季 節 は春分 の頃 で ある。 太 陽 は黄 経0° に

あ り、船 も経 度0° の赤 道付近 にい る もの と思 わ れ る。太 陽 は昼夜 平分線 を越 え、教 会暦
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ではキ リス トの復活 を祝 う季節である。つ ぎに劇形式 になっている章 は、第CVIII章`η 　6

D66たA加6侃4'加Cα η)6%'〆 と第CXX章 か ら続 けて三章`7劾D6罐 ∵ハ4毎纏r砿oη

伽Eoz召6α 認乙`雌4η 庭1鉱、41碗'の四章 である。船 は この ころ日本近海 を通過 してい

る。 このあた りの船の動 きは太陽の運行 とは関係が ない。船 は、台風 にあ うので、むし

ろ、つむじ風の中の神 にまみえる、 といった体験 をす る。つづいて最後に劇形式があら

われ るのは、第CXXVII章 の、ふたたび 且勿∂侃 ゴ'加Cα 膨 η'6〆と第CXXIX章 の 丁勉

Cαろ勿'の 二章である。最後の二章は、物語 も終わ りに近づ き、季節は秋分の頃である。

且加 ∂伽4'加Cα 膨 漉 〆 という章 は二回あって、いずれ も劇形式になっている。大工

は神 の代理人 のような役割 をしているので、大工の章 は特殊 な章 と考 えられているのだ

ろう。秋分 は、太陽が昼夜平分点 を通過 して、黄道が天の地平線の下に沈みは じめる日

である。太陽は、黄経180°の秋分点 にいる。その とき船 も白鯨 とともに、太陽の出入口 と

も言うべき経度180°と赤道の交わる ところで海へ沈んでい く。秋分の頃には、カ トリック

暦では、聖 ミカエルの一級大祝 日がある。聖 ミカエル は、 この 日には、人の魂 を天国へ

導 き入れる、 とされている。 日本で も、春分 と秋分 は、この世 とあの世の橋渡 しをする

彼岸の日のされているなど、 もっとも大切な季節 の節 目である。以上劇形式になってい

る章は、春分 と秋分、日本近辺、大工の登場する とき、お よび、Pipが 最後 に登場する と

き、の章である。Pipは 、ギ リシャ神話のオル フェにたとえられているので、魂の復活 を

唱 えた宗教であるオル フェ教 と比較 して とらえられ るべ きだ ろう。以上劇形式 になって

いる章 はいつれ も、運命 を決定づける重要な章 である。宿命や神慮の はか らいによって

物語が進行するのである という印象 をつ よめるために、登場人物 の自由意志が奪われた

劇形式が もちいられたのだ と考えられる。

e7物θcαs如"砂

これ は、Pip少 年が 海 の上 に一人 取 り残 され て漂 う経験 をす る章 で あ る。Pipは 、周 囲

を取 り巻 く地平 線 の大 きな円 の中 にい る。 この と きの彼 の頭 は、 水 をた た えた大 きな コ

ップの真 中 に、芥 子種 の ように浮 んで い る。 この ときの彼 の姿 は、 ℃加s6-7劾7翔74

Dの'の 章 で、Stubbが つ ぎの よ うに言 う個 所 と対 照的 で あ る。

IwouldyetringGlasseswithye,wouldyebuthandthecup!cherries!

cherries!OhFlask,foroneredcherryerewedie!(p。720)

Stubbは 、日や 月や 星 と乾杯 の グ ラス を打 ち鳴 らしたい、死 ぬ前 に赤 い桜 桃が ひ とつあれ

ば よい の に、 と言 う。 この ときStubbは 、Flaskよ 、 と呼 びか けて い る。 ここで、 コ ップ

とい う名 のFlaskの 名 が 、生命 を与 え る奇 跡 の 聖杯 、 を意 味 す る象 徴 で あ るの が わか る。

`71加Cα 吻 ωの'で は
、Pipは 、海水 の はい った大 きな コ ップ の中心 にいて、Pipの 名 が示

す よ うに、種 子 として存 在 してい る。Stubbが 欲 しい と言 って い る コ ップ とPipが 浮 か ん
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でい る海 とは、大小 の違 い はあれ 、同 じ実体 で あ る。 また、 太陽 で 日焼 け したか の よ う

なPipの 黒 い頭 は、 ア ポ ロ ンの息 子 で あ るオ ル フ ェの頭 が 流 されて 波 間 に漂 う姿 と構 図

が同 じであ る。〃o毎D勲 に はか くれた 主題 が あ って、それ は、ギ リシ ャの オル フ ェ神話

で あ り、タンバ リンを奏 で るPipに よって示 され てい る。乃40の∂ ∫6 が々 ア ル ゴー船 の航海

に擬 せ られ てい るの は言 うまで もな いが、 オル フェ もその ときアル ゴー船 に乗 って いた。

とくに、 なが くの ち まで信仰 対 象 となった ところの 、宗 教 と して の オル フ ェが 、 乃4のy-

D嬬 と深 く関わ ってい る。オ ル フェ信 仰 は、キ リス ト教 の も ととな った復 活 と霊魂 の 不

滅 を説 く。 オ ル フ ェの頭 は、切 り落 とされ たの ち も歌 い続 け、 その うえ予 言 を語 る こ と

もで きた、 と伝 え られて い る。

オル フェは、バ ッカ スの酒 を飲 ん だ女 たち に よって命 を落 とした。一 方 、Pipは 、いわ

ば、海 の盃 か ら飲 んで お ぼれ、彼 の魂 と体 とは分 離 して しま う。Pipの 魂 は常世 の国 に行

って しまい、残 っ た体 は、 オル フ ェの頭 の よ うに、天上 の歌 を歌 い、知 恵 の光 を発 つ。

オ ル フ ェの ば あい、彼 は、愛 す る妻 エ ゥ リデ ィケ と離 れ離 れ にな り、妻 を慕 う。Pipの ば

あ い、 霊魂 と肉体 が離 れ て、 彼 の肉 体 は彼 の 霊魂 を慕 い求 め て い る。Zoo癬 ηg∫'の章

で 、Ishmae1は っ ぎの ように言 うが 、 これ もオル フェ と関 わ って い る。

AndstilldeepisthemeaningofthatstoryofNarcissus,whobecausehe

couldnotgraspthetormenting,mildimagehesawinthefountain,plunged

intoitandwasdrowned。Butthatsameimage,weourselvesseeinallrivers

andoceans.Itistheimageoftheungraspablephantomoflife,andthisisthe

keytoital1.(P.26)

Narcissusが 水 の 中 に見 た もの は、Pipが 海 で失 っ た もの、 つ ま り、 自己 の魂 で あ った。

それ をMelvilleは 、phantomoflifeで あ る と云 って い る。Narcissusは 水 の 中の 自分 の

identityを とらえ よ う と して溺 れ て し ま うの で あ るが、 この話 は、二 通 りに解 釈 で き る。

ひ とっ は、いわ ゆ る 自己陶 酔Narcissismと いわれ るよ うな、自己 を失 って破滅 す るの を

言 う。 もう一 方 は、identityを 見出 し、それ との合 一 を果 し、朽 ち る こ との確 実 な肉 の身

か ら解脱 した、 とい う解釈 で あ る。 キ リス ト教 で は、 肉 の身 をみ ずか らす すん で捨 て、

キ リス トの姿 と合 一 す る ことが、死 を征服 す る方 法で あ る、と説 いて い る。Narcissusに

つ いて の後者 の解 釈 は、キ リス ト教 の教 義 と共通 す る ところが あ る。 また、Ahabが すす

んで死 を求 め るの と共通 す る ところが あ る。 オル フェ教 の象徴儀 式 の 中 には、魂 が悟 り

と救 い に至 る修練 の最終 段 階 として、鏡 の間 を通過 す る儀 式、 が あ る。 その とき人 は鏡

の中 に真の 自己 を見 る と言 う。 その とき、深 い海 か らの ように、潜 在意 識 の 中か ら、永

遠 の生命 で あ るentityが 姿 を見せ るのだ ろ う。 それが 、Melvilleの 言 うphantomoflife

で あ ろう。肉の身 を溺 れ させ捨 て る ことが 、永遠 のentityを 得 る方法 で あ る とい うのだ ろ

う。キ リス ト教 の洗 礼 の儀 式 は、Narcissusの 変身 諺 とオ ル フ ェ教 の秘儀 の中 に その根源
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の 意 味 を見 出 す こ とが で きる 。Ishmae1は 、thisisthekeytoall,と 言 っ て 、 これ が

躍o勿 ・D嬬 を解 く鍵 で あ る 、 と示 唆 して い る。

丸 い 海 面 は鏡 の よ うに 見 え る。 それ に つ い て`勉 θC襯 伽 疏ゾ に は 、 つ ぎの よ うな 描

写 が あ る。

PoorPip,yehaveheardofhimbefore,yemustrememberhistambourine

onthatdramaticmidnight,sogloomy-jolly.(p.526)

Though,erelongwi11beseen,whatwasthustemporarilysubduedinhim,in

theendwasdestinedtobeluridlyilluminedbystrangewildfires,that

fictitiouslyshowedhimofftotentimesthenaturallustrewithwhichinhis

nativeTollandCountyinConnecticut,hehadonceenlivenedmanyafiddler's

froliconthegreen,andatmelodiouseven-tide,withhisgayha・ha!hadturned

theroundhorizonintoonestar-belledtambourine!(p.527)

こ こ で は、Pipは 黒 い オ ル フ ェで あ る。彼 は 闇 の 中 で光 り輝 く。Connecticutの 故 郷 の夜 の

平 原 で 多 くの 人 々 と楽 し く笑 い タ ンバ リ ン を打 つPip、 こ こで も、平 原 の周 囲 を 取 り巻 く

地 平 線 の 輪 が あ っ て 、 そ れ が 、星 屑 の 鈴 を つ け たPipの タ ンバ リン とな る。 そ れ と も、つ

ぎの よ う に云 うべ きだ ろ うか 。 タ ンバ リ ン の よ う な 大 きな 黒 い 鏡 が あ っ て 、 そ の 中央 に

黒 い オ ル フ ェが 見 え る、 とい う べ き だ ろ う か 。Pipは 、TollandCountyinConnecticut

の 出 身 で あ る 、 と述 べ られ て い る 。 彼 の 出 身 地 名 は象 徴 と し て の 意 味 が あ る。Tolland

は 、toll+land,と む らい の 鐘 の 国 を意 味 す る。Connecticutは 、connection+cut,こ の 世

と関 係 を断 っ た 、 を意 味 す る。Pipは 、 第XXVII章 で 、Alabamaboy(p.161)で あ る と

云 わ れ る。ConnecticutとAlabamaは こ とな る州 で あ るが 、どの 地 名 も象 徴 と して もち い

られ て い る。Pipが ど の 州 の 出 身 で あ るか 特 定 で き な くて も、矛 盾 して い る と考 え る べ き

で な い。 州 名 のAlabamaに は 、Herewerest,と い うモ ッ トー が あ る。Connecticutに

は 、QuiTranstulitSustinets,orHewhotransplantsstillsustainsと い うモ ツ トー が あ

る。Herewerestは 墓 碑 銘 と して 使 わ れ る こ とが で き る。 これ らの 地 名 や モ ッ トー に は

死 が 漂 よ っ て い る。transplantは 、 あ の 世 に移 しか え る、 また 、sustainは 、 霊 魂 が 生 き

な が ら え る、 を そ れ ぞ れ意 味 して い る の が 感 じ られ る。transplantは 、植 物 の 移 植 、を意

味 す る こ とや 、Pipの 名 が 種 子 、 で あ る な ど、Pipが 、 生 命 の 存 続 を説 くオ ル フ ェ教 の構

図 を ふ ま えて い る の は、明 らか で あ る。〃o砂D勲 に は 、オ ル フ ェの 死 と キ リス トの 殉 難

の 図 が 、 矛 盾 な く組 み こ まれ て い る。Pipが オ ル フ ェ を 、 ま た 、Ahabが キ リ ス ト的 死

を、模 倣 して い るが 、 しか し、 ど ち らか とい え ば 、Ahabは 、 キ リス ト教 の 儀 式 を 多 く踏

襲 す るの で 、Ahabは キ リス ト教 の 母 胎 で あ る オ ル フ ェ教 の要 素 を 多 く含 ん だ キ リス ト像

を倣 ね て い る、 と い っ た ほ うが よ い か も しれ な い 。
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`銃61か6η α,

こ の 章 は、 な ぜ`丁 加1む 翻 α'と 名 づ け ら れ て い る の か 、 に つ い て 考 え て み な け れ ば な

ら な い 。 前 章 の`7劾F薦'五 〇鷹7加9'で 、Ishmael,Queequeg,Starbuckの 乗 り こ ん だ

小 舟 が 母 船 に 帰 る こ とが で き な くな り、 あ くる朝 まで 漂 流 しな け れ ば な ら な か っ た 。 危

う く助 か っ たIshmaelは 、捕 鯨 稼 業 を嘆 くで もな く、き わ め て 晴 れ や か な気 分 に な っ て い

る。Ishmae1と い う名 は 聖 書 か ら取 られ た 名 で あ るが 、原 型 と な っ たIshmaelは 、 砂 漠 を

さ ま よ っ て 、結 局 救 わ れ た 。〃oの 一Dゴo の々lshmae1が 最 后 に一 人 生 存 す る こ とが で き た の

も、 ヨブ 記 は さ て お き 、 原Ishmaelを か た ど った もの で あ ろ うが 、`刀 馳1む6η 〆 の 章 で

も、 同 様 に 、 原Ishmaelを 見 る こ とが で き る 。

注 目す べ き は 、 丁 加F然'五 〇ω6γ勿g'でlshmaelら が 追 跡 した 鯨 は 、 白 い 鯨 で あ っ た

こ とで あ る。 理 由 は、

喫That'shishump
,丁 加%6,7伽76,giveittohim!"whisperedStarbuck.(p.300)

Starbuckが 、 そ ら瘤 だ 、 とい っ た か らで あ る 。 また 、MobyDickは 、 他 の 鯨 と違 っ

て 、 熱 い 汐 を 吹 き、 あ た りに熱 気 が 立 ち こめ る の が 特 徴 で あ るが 、 こ こで も、 つ ぎの よ

う に 、Ishmaelが 熱 い 湯 煙 を感 じた か ら で あ る 。

Agushofscaldingvaporshotupnearby,somethingrolledandtumbledlike

anearthquakebeneathus.Thewholecrewwerehalfsuffocatedastheywere

tossedhelterskelterintothewhitecurdingcreamofthesqual1.Squall,whale,

andharpoonhadallblendedtogether,andthewhole,merelygrazedbythe

iron,escaped,(P.300)

撹 は ん さ れ た ク リー ム の よ う な 白 い水 しぶ き、 錆 が か す っ た だ け で 逃 げ て し まっ た 、 な

ど、 熱 く、 白 く、 不 死 身 で あ る 、 とい わ れ るMobyDickの 特 色 が 明 らか で あ る。Moby

Dickが 太 陽 の 性 質 を か りて い る の が 明 らか で あ る。

Ishmae1は 、 どん な 苦 難 も、死 で す ら も、気 軽 に 心 良 く受 け入 れ る こ とが で き る 、 とい

う。

Andasforsmalldifficultiesandworryings,prospectsofsuddendisaster,

periloflifeandlimb,allthese,anddeathitself,seemtohimonlysly,

good-naturedhits,andjollypunchesinthesidebestowedbytheunseenand

unaccountableoldjoker.ThatoldsortofwaywardmoodIamspeakingof,

comesoveramanonlyinsometimeofextremetribulation,itcomesinthe

verymidstofhisearnestness,sothatjustbeforemighthaveseemedtohima

thingmostmomentous,nowseemsbutapartofthegeneraljoke.Thereis

nothingliketheperilsofwhalingtobreedthisfreeandeasysortofgenia1,
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desperadophilosophy,andwithitInowregardedthiswholevoyageofthe

Peguod,andthegreatWhiteWhaleitsobject.(p.302-3)

Ishmaelは 、 現 世 の 命 に執 着 しな い こ とが 肝 要 で あ る 、 と説 い て い る の で は な い だ ろ う

か 。 現 世 の命 を軽 ん ず る よ う に、 と は云 っ て い な い が 、 しか し、 力 を尽 く した あ とは 、

心 広 く死 を 受 け入 れ る べ き だ 、とIshmaelは 云 っ て い る の で は な い だ ろ うか 。キ リス ト教

に し ろ、 仏 教 に し ろ 、 す す ん で 死 を受 け 入 れ る心 に な る こ とが 、 死 を克 服 し、 永 遠 の 生

命 を得 る た め に は 不 可 欠 で あ る。 自分 を 捨 て る こ とが 自分 を得 る方 法 で あ る、 とい うの

が す べ て の 宗 教 の 要 締 で あ る。Ishmaelも そ の よ う に説 い て い る の で は な い だ ろ うか 。

Pequod号 の 航 海 とそ の 目 的 で あ る 、 白 い鯨 、 の 象 徴 性 が 、以 下 の 、航 海 士 らの 証 言 に

よ って 明 らか に さ れ る。

"Isupposethen
,thatgoingplumponaflyingwhalewithyoursailsetina

foggysquallistheheightofawhaleman'sdiscretionP"

"Certain
,1'veloweredforwhalesfromaleakingshipinagaleoffCapeHorn."

(p.303)

霧 の 突 風 の 真 只 中 を 、 疾 走 す る鯨 の 上 に、 真 逆 様 に飛 び こん で い くの が 、 分 別 の きわ み

で あ る、 と云 え る だ ろ うか 、 とIshmaelがStubbに た つ ね る と、Stubbは 、 そ う だ 、 と言

う。 そ の 姿 は、 礫 刑 像 の 変 形 で あ る。`7劾5ヵo痂6〃 η〆 に は、 これ と は逆 に、 船 の 真 上

か ら鯨 が 帆 柱 に 串 差 し に な ろ う と して い る絵 が あ る。

ThepicturerepresentsaCape-Hornerinagreathurricane.Thehalf-

founderedshipwelteringtherewithitsthreedismantledmastsalonevisible,

andanexasperatedwhale,purposingtospringcleanoverthecraft,isinthe

enormousactofimpalinghimselfuponthethreemast・heads.(p.36-7)

こ の 絵 の 説 明 文 の 調 子 と、`7物 琢 θη〆 のIshmaelとStubbの 会 話 の 調 子 とは 、 ま っ た く

対 照 的 で あ る。 前 者 は 暗 く荘 重 そ の もの 、 後 者 は軽 快 で 明 る い 。 しか し、 どち ら の 文 も、

言 っ て い る 内 容 は 同 じで あ る 。CapeHorn沖 で 、 な か ば 沈 み か け た 船 か ら、 鯨 に立 向 っ

て い っ た 、 と い う点 で 同 じ で あ る。CapeHorn沖 で 鯨 と、 そ れ も白 い鯨 と、 対 決 す る こ

と に、格 別 の意 味 が あ る ら しい 、 とい う こ とに な る。ル∫o伽0嬬 の 多 くの 章 で 、 く りか え

しCapeHornに つ い て 言 及 が あ る。CapeHornが な に を 象 徴 して い るか を知 る こ とが 、
ヘ へ

〃oの 一D嬬 を理解 す るた めに は、必 要 であ る。CapeHornと は、 つのの形 を した、 あ る

い は、三 日月の姿 を した、岬で ある。三 日月 の象徴 について は、`」磁 漉'の 章 で、す でに
ヘ へ

述 べた。 つ の も三 日月 も、 どち ら も豊穣 の シ ンボル で あ る。Pipは 、彼 自身 の こ とを、

cowardで ある、 とた びた び云 う。 いわ ば、雌 牛 の方向、cow+ward、 の意 であ るか ら、

これ も、CapeHornと 同様 に、 豊穣 、 を意 味 して い るだ ろ う。三 日月 は、赤道 あた りで

は、水 平 にな って、舟 の かた ち に見 える。Pequod号 の名 は、pea+cod、 また は、pea+
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pod、 豆 の さや 、 とな って、Pequod号 その もの が、三 日月型 を した豊 穣 の シンボルで あ

る。 これ らの豊穣 の概 念 は、 さ らに一 括 して、 アル ファベ ッ トのCの 文字 と して、記 号

化 されて い るの は、`7物6五 〇〇〃伽gs'の 章 ですで に見 て きた とう りで ある。また、Melville

は、地 球的 な規模 の地 形の 中 に、Cの 文字 を見出 して いる。 それが 、CapeHornで あ る。

これ につ いて は、`丁加 勘6舜 ♂ の章 で、 さ らに述べ る こ とにな るが 、要 す るに、太平 洋

は、周 囲 を大陸 に囲 まれた海洋 で あるか ら、 その いわば、丸 い円形 の太平洋 へ入 ってい

く入 口が、CapeHornとCapeofGoodHopeと の はざ まで ある、 と考 えられ てい るので

あ る。CapeHornとCapeofGoodHopeは 、 いわ ば、 太平洋 へ入 ってい くための門 を構

成 す る二本 の柱 の突端 にあた る。 南 アメ リカ大 陸 とア フ リカ大 陸 は、 さきの とが ったつ
へ

の型 の 、 大 き な二 本 の 門 柱 とな る。 その か た ち は 、 海 を抱 き か か えたHorn、 あ る い は 、

三 日 月 、の か た ち に な る 。そ の か た ち は、小 さ くは、 ア ル フ ァベ ッ トのCの 文 字 、に収 敏

す る。Tlz67わ 乱,η一HoもS'oκ ゾ で 、CapeofGoodHope周 辺 は 交 通 の行 き交 う十 字 路 で

あ る、 と述 べ られ て い る。

TheCapeofGoodHope,arldallthewateryregionroundaboutthere,is

muchlikesomenotedfourcornersofagreathighway,whereyoumeetmore

travellersthaninanyotherpart.(P.321)

と書 か れ て い る理 由 も、上 述 の説 明 に よ っ て理 解 で き るだ ろ う。Pequod号 の 航 海 の 目的

は 、hornの か た ち を し た 、豊 穣 の 海 、の 中 へ 入 っ て い く こ とで あ る。そ れ で は 、Ishmae1

は は れ や か な気 分 に もな るだ ろ う。Pequod号 の 航 海 が 悲 劇 で あ る と見 るか 、そ うで な い

と見 るか は 、 視 点 の 相 違 に よ る。 キ リス トの 受 難 を、 勝 利 で あ る と見 るか 、 そ うで な い

と見 るか 、 の 違 い と同 じで あ る。 さ き に 、 死 、 が あ っ て 、 そ の あ とに 、復 活 、 が あ る の

で あ るか ら、 復 活 の 可 能 性 が あ れ ば、 死 は 悲 劇 で は な くな る。CapeHornへ の 言及 は、

そ の 可 能 性 が あ る こ とへ の 示 唆 で あ る。上 の 引 用 文 で は、垂 直 に飛 び こ む 、plumb、 に 注

意 の こ と。plumbと い う語 は、 ル10めD∫6々 の 中 で は、 ひ ん ぱ ん に使 わ れ て お り、 十 字 架

様 の運 動 を暗 示 す る。

っ つ い て 、Ishmaelは 、Flaskに 証 言 を求 め る。

"Willyoutellmewhetheritis
anunalterablelawinthisfishery,Mr.Flask,

foranoarsmantobreakhisownback,foremostintodeaths'jawsP"

"Can'tyo
utwistthatsmallerP"saidFlask,"Yes,that'sthelaw,Ishouldlike

toseeaboat'screwbackingwateruptoawhalefaceforemost.Ha,ha!the

whalewouldgivethemsquintforsquint,mindthat!"(p.303)

Ishmaelは 、 う し ろ を 向 い た ま ま死 の あ ご の 中 に 飛 び こ ま な け れ ば な ら な い の か 、 と

Flaskに 問 う。Flaskは 、 船 乗 りは横 目 で 見 なが ら鯨 の 顔 に 水 を か け て や る とよ い 、 そ う

す る と、 鯨 も横 目で 見 か えす だ ろ う、 と云 う。 この 対 話 は、 エ レ ミヤ書(18:17)と 比
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較 対 照 す る とわ か り易 い 。Melvilleは 、 この 個 所 を、 つ ぎ の よ う に 、`7伽7h〃 に 引 用

して い る。

Thoushaltseemybackparts,mytail,heseemstosay,butmyfaceshall

notbeseen.(p.486)

エ レ ミア 書 で は 、 つ ぎの よ うに 、 人 と神 が 顔 と顔 を 見 合 せ る と、人 は 死 な な け れ ば な ら

な い 、 と書 か れ て い る 。

Iwillscatterthemaswithaneastwindbeforetheenemy;Iwillshowthem

theback,andnottheface,inthedayofcalamity.

`7物
θ7η 〃

第LXXIII章 は、 「出 エ ジプ ト記 」の第33章 の、 「あ なた はわ た しの う しろ を見 る ことは

で きるが 、わ た しの顔 は けっ して見 られ な い」 と対 照 させ て書 かれ た章 で あ る。 上 の引

用文 の 出典 が モー ゼの 「出 エ ジプ ト記 」 に あ る ことは誰 しも周 知で あ る に もか かわ らず、

第33章 か ら引 用、 とわ ざわ ざ書 き加 え られ て い る ところ に、 あ る意味 が か くされ て い る。

33と い う数 は、32プ ラス1で あ る。32と い うの は、船 の羅 牌 の周 囲が32等 分 され てい

る目盛 数 に等 しい。一 つ の 目盛 は一 点(point)と 呼 ばれ、 円周360°を32で 割 った 数、11

工 、゚ で あ る。32点 に1点 を加 えた方位 は現実 に は存 在 しない。 それ とも、円 の中心 が一4

点 として考 え られ て い るのか も しれ ない。 「出 エ ジプ ト記 」の33と い う数 と羅牌 の32と い

う数 とはたが い に象徴 と して もち い られ て い る と考 えて よい だ ろ う。 あ るい は、単純 に

33と い う数 は3ポ イ ン トつ ま り約33°と理解 す べ きか も しれ ない。そ うす る と、3ポ イ ン

トの3と い う数 は三 位一 体 を表 わ す数 であ る考 え られ る。

3ポ イ ン トとい う数 はた びた びつ かわ れて い る。た とえば、Try-Pots亭 を探 す よ うに

云 って、PeterCoffinが 与 えた道 順 に、道 を3ポ イ ン ト方 向転換 す る よ うに、とい うの が

あ った。 そ うして探 し当 てたTry・pots亭 は、仰 角3ポ イ ン トの直 角三 角形 をか こむ円 の

中心点 に あった。 また`C加s6-7物7翫z4Dα ゾ でAhabがMobyDickの 姿 を発見 した

の は、 つ ぎの引用 文 に あ るよ うに船 首風 上側 の約3ポ イ ン トの方 向 で あ る。

Butatlast,somethreepointsofftheweatherbow ,Ahabdescriedthespout

again,andinstantlyfromthethreemast-headsthreeshriekswentupasifthe

tonguesoffirehadvoicedit.(P.711)

さて、`7漉7厩1'で は、尾 が 、神性 を表 現 す るた め に どの ような構造 につ くられ て い

るか、 につ いて述 べ られ て い る。

Innolivingthingarethelinesofbeautymoreexquisiktelydefinedthanin

thecrescenticbordersoftheseflukes.(P.481)

尾 は、翼 の よ うに左 右 に広 が って下部 に は新 月 の よ うな輪 郭 がで きる。 つの形 の三 日
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月が豊 穣 の象徴 で あ るの は云 うまで もないが 、地 球上 の さまざ まな緯度 の地 方 で さ まざ

まな違 った角 度の 三 日月が で きる。 しか し、 ほ とん どの ば あい偏 よった形 を して い る。
ヘ へ

水 を満 した 水 盤 の よ う な 、雌 牛 の つ の の よ うな 、 あ る い は、 空 中 に突 き立 て た鯨 の 尾 の

新 月 の 輪 部 、 の よ う な 三 日月 は 、 赤 道 付 近 で しか 見 られ な い 。 抹 香 鯨 の 頭 部 が 男 性 の 器

官 に似 て い る、 とす で に述 べ た 。 一 方 、 抹 香 鯨 の 尾 部 は 、 新 月 の よ うな 三 日 月 に似 て い

る。 三 日月 が 豊 穣 の 象 徴 で あ る理 由 は 、 月 の 中 に太 陽 が 入 っ て 蝕 を起 こ し、 三 日 月 は 、

男 性 で あ る太 陽 と女 性 で あ る 月 が 交 合 し た姿 に な っ て い る か ら で あ る 。 三 日 月 が 真 横 に

な っ て い る よ う に 見 え る位 置 は、 す で に述 べ た よ う に、 赤 道 上 か ら の み で あ る 。 そ の 姿

に抹 香 の 尾 の 輪 部 が 似 て い る 、 と まず 指 摘 され て い る。

上 に述 べ た 理 由 に よ っ て 、抹 香 鯨 の 頭 部 は 、太 陽 つ ま り王 で あ り、尾 部 は 、月 つ ま り女

王 で あ る、 と云 え る 。 鯨 は、 頭 部 と尾 部 の み が あ っ て そ れ 以 外 の 部 分 が な い の で 、 頭 部

と尾 部 に 分 け る とす れ ば 、 真 二 つ に切 る しか な い 、 と`1尭 認 ∫077認 ∫'で 述 べ られ て い

た 。 つ ま り、 抹 香 鯨 が 、 体 の 上 部 が 男 性 、 下 部 が 女 性 、 を 象 徴 した 構 造 に な っ て い る こ

と に な る 。 こ う した 両 性 具 有 は 、 古 くか ら神 聖 視 さ れ て きた 。 神 は 、 配 偶 者 を 必 要 とせ

ず 、 一 人 で す べ て を充 足 し生 殖 力 を もつ と考 え られ て い るか らで あ る 。 抹 香 鯨 は、 両 性

具 有 の 姿 を示 して い る こ と に な る。

Melvilleは 、抹 香 鯨 の 半 陽 半 陰i生 に つ い て 、暗 示 に と ど め な が ら も示 して い る。つ ぎの

引 用 文 は 、 ま ず 、 鯨 の 男 性 的 な 力 強 さ に っ い て 讃 え て 、 つ ぎ に そ れ が 女 性 的 な優 し さ と

共 存 し う る、 と述 べ て い る。

①Realstrengthneverimpairsbeautyorharmony,butitoftenbestowsitand

ineverythingimposinglybeautiful,strengthhasmuchtodowiththemagic.

②Takeawaythetiedtendonsthatalloverseemburstingfromthemarblein

thecarvedHercules,anditscharmwouldbegone.AsdevoutEckermonlifted

thelinensheetfromthenakedcorpseofGoethe,hewasoverwhelmedwiththe

massivechestoftheman,thatseemedasaRomantriumpharch.③When

AngelopaintsevenGodtheFatherinhumanform,markwhatrobustnessis

there.AndwhatevertheymayrevealofthedivineloveintheSon,thesoft,

curled,hermaphroditicalItalianpictures,inwhichhisideahasbeenmost

successfullyembodied,thesepictures,sodestituteastheyareofallbrawni-

ness,hintnothingofanypower,butthemerenegative,feminineoneof

submissionandendurance,whichonallhandsitisconceded,fornthepeculior

practicalvirtuesofhisteachings.(P.482)

上 の 引 用 文 は、 ① ② ③ の 三 つ の 部 分 か ら成 る。

① は 、 あ ら ゆ る壮 大 な 美 に お い て 、 力 こ そ そ の 魔 術 の 秘 密 で あ る 。 ヘ ラ ク レ ス像 か ら、
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その 大理 石 の全体 にみ な ぎるは ち切 れ ぬ ばか りの腱(tendon)を す べ て取 り去 る と、 そ

の魅力 に失せ るだ ろ う。 ここ まで は、男性 的 な力 に っい て述 べて い る。tendonは 、繊維

の結合 した もの、 で あ る。 とい う こ とは、 この語 には、線 条 の もの(line)の 絡 み合 った

もの 、 とい う意 味 か ら鈷 に付 い て い る綱 が鯨 に巻 き付 い て い る状 態 、 を連 想 させ る。

〃o勿D嬬 には、 さ まざ まな象 徴が織 り込 まれ て いるが 、 その一 つ に、綱 、紐 、帯 、 な

ど、lineの 概 念 が あ る。 これ は、 鈷 に付 いた綱 、鯨 が案 内 す るか の よ うにつ くる 白い道 、

赤道 帯 、黄 道帯 、 な どを象徴 す る もので あ る。 これ は、 また 、仏教概 念 の 、因 と縁 、 の

うち、縁 、 にあた る もの を象徴 してい る。

② の 引 用 文 に は、 ほか に、Eckermannの 「ゲ ー テ との 対 話」(Conversationswith

Goethe)か ら引 用 して、 ゲー テの胸 が 隆 々 として ま るで ロー マ の凱 旋 門 の よ うで あ っ

た、 とい う言及 が あ る。 この個 所 で は、 ゲー テの裸 形 がcorpseで あ る こ と、 ヘ ラ ク レス

像 参 石 でで きて い る こ と、 に留意 す る必 要 が あ る。死 、 と、石 、 は、 この作 品 の主要 な

テ ーマ であ る。 また、 ローマ の凱旋 門(Romantriumphalarch)、 と、 ゲ ーテ の隆々 と

した胸(themassivechestoftheman)、 に も留意 す る必要 が あ る。chestに つ いて は、

Bulkinhtonの 胸 が潜 函(cofferdom)の ようで あ る、 とい う言及 が あ った。Bulkinhton

の肉体 は海 底 に沈 ん で も彼 の魂 は、 神格 化(apotheosis)し て、海 の泡 か らふ たた び、真

直 ぐに起 き上 が る、 とい う言 及 が あ った。chestは 、coffinに 相 当 し、死 の 象徴 で あ る

が、 同時 に、復 活 を約束 す る もので あ る。archに っい て も留 意 す る必 要 が あ る。丸 い も

の、勝利 の門、 も、 この作 品 にあ らわれ る主 要 な象徴 で あ る。

丸 い もの(arch,roundness)を あ らわ す語 には、 じつ に さ まざ まな概 念 が象徴 され て

い る。ETYMOLOGY(p.5)に 、この作 品 を解釈 す るにあ た って鍵 とな る手掛 りが 示 され

てい る。 それ は、 つ ぎの とう りで あ る。(斜 体字 は作者 に よる)

"WHAL※ ※巌Sw
,andDw,加 α乙Thisanimalisnamedfromroundnessor

rolling,forinDan.1勿 α1'isarchedorvaulted."既 ∂∫'6〆sD∫6'Joη αリノ.

"WHALE
.崇 ※ 刈tismoreimmediatelyfromtheDut,andGer.肱1伽.且.

∫ 肱1zθ一該αη,toro11,towallow"Rガ6加zゐoη もDゴ6'ゴoηαり1.

この作 品 で は、鯨 、 に、 もっ と も大 きな象徴 としての意味 が 込 め られて い るの は言 うま

で もな い。 その、鯨 、 は、丸 い もの(roundness)、 円転 す る もの(torool)、 アー チ型 の

もの(arched)、 とい う概 念 で象徴 され る もので あ る。 とい う ことが 、上 の 引用文 に示 さ

れ て い る。archedと い う語 には、操廊 、 勝利 の 門、死 の 門、 な ど、 門、や 、入 口、 の概

念 がふ くまれ るだ ろう。

`7腕
65力 勿 ηκ'

第LXX章`勉 θ5ヵ勿 ηκ'は、 その章 名 が示 す よ うに、 ス フ ィンク スの謎解 きを読者 に

一40一



『白鯨』のか くれた意味 と象徴(8)

要求 して い る。 ギ リシャの ス フ ィンクスの 言 い伝 えが 、 この章 に織 りこまれ て い る。 こ

の章 で は、伝 承 の ス フィ ンクス とMelvilleの 生 み出 した ス フ ィ ンクスが、まるで二本 の 糸

が撚 り合 わ さった よ うな構 造 にな ってい る。昔 の ス フ ィン クスの謎 は、 二種類 あ る。 第

一 の謎 は
、 よ く知 られて い る ように、人 間 につ いて で あ り、「最 初 は四本 足 で、そのの ち

二本足 で歩 き、最 后 に三本 足 で歩 くもの は何 か 」 であ った。 この問 いで 問題 に されて い

るの は、足 の数 で あ る。第 二 の謎 は、「二人 の姉 妹 が いて、たが い に、一人 が他 方 を生 み
ヘ へ

出 して い る もの は何 か」 であ り、 この答 は、昼 と夜 、で あ る。 昼 と夜 とい う現 象 のか ら
ヘ へ

く りは 、 生 か ら死 へ 、 死 か ら生 へ の 変 容 が行 わ れ て い る こ とで あ る。 この 章 で 問 題 に さ

れ る の は 、 この 現 象 の 一 面 の 、 死 か ら生 へ の 転 換 に つ い て で あ る。

つ ぎの 文 は 、 死 か ら生 へ の 転 換 、 を示 唆 し て い る 。

Ohead!thouhastseenenoughtosplittheplanetsandmakeaninfidelof

Abraham,andnotonesyllableisthiner'

"Sailho!"criedatriumphantvoicefromthemainmasthead
.

"AyePWell
,now,that'scheering;'criedAhab,suddenlyerectinghimself,

whilewholethunder-cloudssweptasidefromhisbrow."Thatlivelycryupon

thisdeadlycalmmightalmostconvertabetterman.-WhereawayP"

"Threepointsonthestarboardbow
,sir,andfringingdownherbreezetous!"

"Betterandbetter
,man.WouldnowSt.Paulwouldcomealongthatway,and

tomybreezelessnessbringhisbreeze!ONature,andOsoulofman!howfar

beyondallutteranceareyourlinkedanalogies!notthesmalleststomstirsor

livesonmatter,buthasitscunningduplcateinmind."(p.406)

こ の 文 が 、 ス フ ィ ン ク ス の謎 を解 く文 で あ る 。

makeaninfidelofAbraham、Abrahamで さ え も不 信 者 に か え て し ま う、 つ ま り、 昼

か ら夜 に か わ る 、 と い う含 蓄 が あ る 。

Thatlivelycryuponthisdeadlycalmmightalmostconvertabettermanこ の 行 の 、

livelycryとdeadlycalmの 、 生 と死 、 叫 び 声 と沈 黙 、 とい う意 味 の 対 比 に 注 目 す べ き で

あ る。 ま た 、convertabettermanは 、convertamanintoabettermanの 意 味 で あ ろ

うが 、 人 を よ りよ く変 貌 さ せ る 、 つ ま り、 夜 が 昼 に か わ る 、 とい う概 念 とつ な が っ て い

る の は 言 う ま で もな い。

Betterandbetter,man.こ の 語 句 がconvertabettremanを 際 だ た せ て い る の は あ き

らか で あ る 。

atriumphant▽oicefromthemastheadのtriumphantvoiceとlivelycryは 同 じ もの

で あ る が 、mastheadは 、 この 作 品 で は 、 十 字 架 の 象 徴 で あ るの を思、い 出 す べ き で あ る。

この 語 句 が 、 十 字 架 か らの 復 活 、 闇 か ら光 へ の 転 換 を 示 唆 し て い る は あ き らか で あ る 。
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『白鯨 』のか くれた意味 と象徴(8)

tomybreezelessnessbringhisbreeze風 は、神 の息吹 き、 ともた とえ られ る。 こ

の語句 は、呼吸 の な い状 態 が、呼吸 をす る状 態 へ変貌 す る ようAhabが 願 って い るの を示

してい る。

上 の引用 文 で、 さ らに見 受 け られ るの は、星 の比喩 であ る。

tosplittheplanetsこ れ は、表層 上 は、 不動 の星辰 を打砕 くほ どの、 の意味 で あ ろ う

が、splitに は、分 割 す る(divide)、(た とえ ば昼 と夜 な どを)、 や、分 配 す る(divideinto

shares)、 分 け前 にあつ か らせ る、な どを意味 す る。微 風 に乗 ってSt.Paulが 生命 を もた ら

せ に近 づ いて来 るの をAhabが 願 うの と、splittheplanetsは 結 びつ いて い ない こ とはな

い。聖 者 は星 に常住 す る と云 われ てお り、 それ ぞれ の惑 星 を、独 自の徳性 が 、た とえば、

金 星 は愛 、 な どが支 配 す る と云 わ れて い るか らで あ る。

"Threepointsonthestarboardbow
,sir,andbringingdownherbreezetous!"こ

のthreepointsは 、角度 として はなん ら重 要で はな く、三 とい う数字 に象徴 として の意味

を もって い る。三 とい う数字 は、神 聖 な天上 、の 象徴 で あ る。またPequod号 で な にか天 の

配 慮 と もい うべ き奇 跡 が起 る ときに は、それ は、右舷 側starboardか らあ らわ れ る。star-

boardと い う語 は、 象徴 として使 わ れ てい る。starboard=star+boardshipこ の ように

理 解 す る と、Pequod号 は、前 方 の風上 か らきた星 の船 に出会 うこ とにな る。 その船 が 、

死 の よ うな風(deadlycalm)の 中 にい るPequod号 に生気 の微 風 を運 ん で きて い るこ と

にな る。`7勉 助 勿%κ'の つ ぎの第LXXI章 で 、砕 けた星 屑 の一 つ の よ うな船 が運 ん で

きた のが、infidelの よ うな使 者Gabrie1と 、新鮮 とはお よそか け はなれ たJereboam号 の空

気 とで ある、 とい うの は まった くアイ ロニ ーで は あ るが 、Jereboam号 事件 にか ぎ らず 、

この作 品 の他 の悲哀 にみた ち事件 は、 アイ ロニ ー な ど とい った短絡 な解釈 をはね つ け る

ものが あ る。楽 しい事件 も悲 しい事件 も強 い必然 の 糸で撚 り合 せ られ 、 そ こに は善 意 の

深 い意 味が か くされ てい るのが か い ま見 え る。雷 雲 がAhabの 額 か ら吹 き払 わ れ るの は、

Ahabが ス フ ィ ンクス の謎 を解 い たか らで あ ろ うが、 この語 句 も、風 、 や 、凪 ぎ、 や、

雲 、な ど、移 り変 わ り、変貌 、 とい った一連 の比 喩 に属 してい る。Pequod号 は、風上 の

方 向、嵐 の 方 向、へ 向 って い る こ とにな ってい る。 それ は、太 陽 の住 居 と考 え られ て い

る東 の 方向 で あ る。 ヨブ記 で は、つ む じ風 の 中か ら神 が顕 現 され るが、Ahabの 額 に渦巻

く雷 雲 は、神 の住居 と感 応 しう る表 象 と して理 解 すべ きだ ろ う。

wholethunder・cloudssweptasidefromhisbrow

ONature,Osoulofman!howfarbeyondallutteranceareyourlinked

analogies!notasmallestatomstirsoflivesonmatter,butitscunningdu-

Plicatesinmind."

こ こには、物 質 の現 象、 と、 具象性 を もた ぬ精 神 の姿 、 とは、 たが い に感 応 し うる、 と

い う超 絶 主義 の 思想 が あ る。 しか し、Ahabは 何 を指 して、自然 と人 の心 は言 葉 で あ らわ
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『白鯨 』 のか くれ た意 味 と象徴(8)

せ な い ほ ど よ く似 て お り、 物 質 の ど ん な 微 小 な原 子 の 動 き も人 の 心 と生 き写 しで あ る 、

と云 っ た の だ ろ うか 。soulofmanはAhabの 心 で あ るの は い う まで もな い 。 そ れ で は、

Natureは ど の よ う にAhabの 心 を映 した の で あ ろ うか 。 こ の章 の顕 著 な 自 然 の 姿 と は、

itwasnoon,silencereignedoverthebeforetumultuousbutnowdeserted

deck.Anintensecoppercalm,likeauniversalyellowIotus,wasmoreand

moreunfoldingitsnoiselessmeasurelessleavesuponthesea.(p.405)

時 は 正 午 で 、 甲 板 に は人 もな く、 沈 黙 が 支 配 して い た 。 宇 宙 に 広 が る黄 色 い 蓮 華 の よ う

に銅 色 に静 寂 が 輝 く。

`蹄8S6γ 初0η'

`ηz6&7zηoガ は
、〃oの 一D嬬 の第IX章 で あ る。なぜMelvilleは 章数 を表 わ す ため に ロー

マ数字 を もちい たのか 、これ に は理 由が あ った。ア ラ ビア数 字 は、数値(numericalvalue)

をあ らわ す ことはで き る。 しか しロー マ数字 は、 もっ とさまざ まな複雑 な表 現 がで きる。

ローマ数字 は、象徴 として、 あ るい は、 符号 として、 もち いる こ とが で きる。 た とえば、

第9章 は、 ロー マ数字 で はIXと 綴 られ て、IXは 、文字 として あ るい は記 号 と して、 数字

以 外 の意味 を内包 し うる。名 前 の頭文 字 も組 み合 せ た組 合 せ文字(monogram)と して、

ロー マ数字 は使 用 す る こ とが で きる。

ギ リシ ャ字 のChristの は じめの二 字XPを 組 合 せ たChristianmonographは 、古 くか ら

知 られて い る。JesusChristの ギ リシ ャ語 の頭 文字 は、IXと 綴 られ て、これ もモ ノグラ ム

と して使 われ て きた。乃40の一D娩 の第IX章 は、 したが って、イエ ス ・キ リス トの紋 章記 号

と も言 うべ き数値 が章数 として冠せ られ て い る こ とにな る。

〃oの の 嬬 の章 数 は、 こう した 隠 し文 字 としての意 味 を秘 め て い る。 ア ラ ビア数字 で

は、 この よ うな使 い方 はで きない。第IX章`丁 勉S6γ 〃zoガで は、 キ リス トにつ いて説 か

れて い る こ とに な る。FatherMappleが 説 くヨナの魚 は、 キ リス トにほか な らな い。

FatherMappleは 、ヨナ の寓話 はstrandedstoryで あ る、と言 う。 またFatherMapple

は、 ヨナの 寓話 は四つのyarnか らで きて い る、 と言 う。 た しか に ヨナ書 は、四章 か らで

きてお り、聖書 の 中の もっ と も短 い章 で あ る。Yarnの 語 に は、物 語 、と、織 物 の糸 、とい

う意味 が あ るので 、FatherMappleが 云 う とう り、 ヨナ書 が、 四 つのchapter、 つ ま り、

四つ のyarnか らで きてい る と云 う こ とがで きる。yarnと い う語 に は、二種 類 の違 った意

味 が分 ちが た く撚 り合 わせ られ て い るstrandedと い うこ とに もな る。 また 、 ヨナ書 は、

四つ の章が 四本 の糸の よ うに撚 り合 わせ られ て一 本 の綱 として構 成 されて い る こ とに な

る。 四本 の 糸 の 撚 り合 わ せ 方 は、 まず 、二 本 の 糸(yarn)を 撚 り合 わ せ る(strand,

v,)、 それ か ら残 った他 の二本 の 糸 を撚 り合わ せ る。その よ うに してで きた それ ぞれ二 本

の撚糸(strands.n.)を さ らに撚 り合 わせ て、一 つのstrandedstoryを 作 る、 とい うふ う
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『白鯨』のか くれた意味 と象徴(8)

にな っ てい る。FatherMappleの 説教 も、 すで に述 べた よ うに、 四本 のyarnを 撚合 わ せ

て構 成 され て い るの は云 うまで もな い。説 教 の前 半 の二 本 のyarnは ヨナ の話 で あ っ て、

それ は、下 降 の話 、つ ま り下降 の糸 、 と上昇 の話 、 つ ま り上 昇 の糸、 で で きてい る。説

教 の うち、 後半 の二 本 のyarnは 、 キ リス ト者 としてのFatherMapple自 身 に関 わ る もの

であ る。FatherMappleの 二本 のyarnと は、端 的 には、彼 の名 が 示す よ うに、古 いapple

の樹 の切 株 とい う一本 のyarnに 新 しいmapleと い う もう一 つ のyarnを 接 木 して、 それが

第 二 の 春 を謳 歌 して 甕 え て い る姿 を云 うの で あ り、 い わ ば彼 の 二 本 のyarnが 一 つ の

strandedstoryを つ くって い る。 ヨナ のstrandedstoryとFatherMapPleのstrandedst-

oryが 撚 り合 せ られ て、さ らに強 固 な一 つ のstrandedstoryを つ くってい る。四本 のyarn

は、 たが い に有 機 的 に絡 み合 って、 もっ とも簡潔 に、 もっ とも力 強 く、 キ リス ト教 の本

質 を説 い て い る。

同様 の こ とが 、章 数 と章題 につ いて も言 え る。章 題 と、象形 文字 として、 あ るい は、

象徴 言語 として もちい られ て い る章数 とは、二 つのyarnがstrandedさ れ た、 とい う手 法

に よって、 たが い にか らみ合 い、 意味 を補 強 し合 ってい るのが わ か る。yarn(糸 、話 〉

とい う語 に二 つ の異 な った意味 が ふ くまれ て いた よ うに、strandも 二 つの 異 な った意 味

を もってい る。 それ は、撚 合 せ る、 と、浜 辺 に打 ち上 げ る(astrandedwhaleinSpain

p.7)で あ る。strandに は、 ほか に、 立 ち往生 させ る、行 詰 ま る、 とい う意 味 が あ って、

読 者 が解釈 に行 詰 まる、意 味 をはか りかね て立 ち往生 す る、 な どの か くれ た意 味 が あ る

だ ろ う。乃40勿一D娩 とい う作 品 は、つね に二 つの対 立概 念 を提 示 し続 け、最 後 に それ らの

対立 概念 が 融合 す る、っ ま り二種 類 のyarnが 絡 み合 うstrandedと い うパ ター ンで もって

終 わ って い る。 それ らの対 立概 念 とは、天 と地 、上 と下、 明 と暗 、太 陽 と月、 金 と銀、

男性 と女性 、 霊 と肉 、善 と悪 、 な ど、 あ らゆ る もの を含 んで い る。 それ らは、輪廻 し、

永遠 に輪 の 中 を動 いて い るの も事 実 だが、段 階 を追 って進 んで行 けば、機 が熟 して 、一

つ に融合 す る瞬間 が あ る。 その瞬 間 を とらえる と、解脱 を得 て、永 遠 の生 命 に入 る こ と

がで きる、とい うのが〃oの 一D娩 の テー マ であ る。Ishmaelは 、膨 大 な紙 数の 象徴 を使 っ

て、 この テー マ とその解 決 方法 に つい て述 べて い る。Melvilleお よびIshmaelは 、あ くま

で も象 徴 言語 を もち いて語 ってい るの で あ り、常 套 の直 接言 語 で語 って い るので は けっ

して ない。

ET】 躍 α乙00】r,

E7YMO五 〇〇y'(p.5)で は、鯨 の語 源 を書 いた文 字 の柱 と、 それ ぞれ の国語 名 を書 い

た文字 の柱 とが、 二本 並 んで立 ってい るか た ち にな って いる。 これ らの二 本 の柱 は、 い

わ ば、二頭 の ス フィ ンクスが左 右 に並 んで守 って い る入 口の門柱 の よ うに見 える。二本

の柱 が 、 ス フ ィンクス の謎 を示 して い る。 ス フ ィンク スは、沈 黙 した まま不動 の姿 勢 を
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保 っ て い る。 しか しス フ ィ ン ク ス は、 体 で も っ て謎 を語 り、 そ して そ の 解 釈 を求 め て い

る。この 二 本 の 柱 の 謎 が 解 けな け れ ば 、〃oの 一Dガ盈 とい う作 品 が な に を語 ろ う と して い る

か が 解 け な い 。これ らの 文 字 で で きた 二 本 の柱 は 、ル10毎D勲 の 世 界 に入 っ て い くた め の

入 口 で あ る。

二 頭 の ス フ ィ ン ク ス は、 目 を 閉 じ た ま ま 、 た が い に 他 方 の 目 と対 峙 しあ っ て い る。 ス

フ ィ ン ク ス が 目 を開 け て 、 た が い に見 つ め あ っ て視 線 をか わ す と き、 ス フ ィ ン ク ス が 守

って い る門 が 開 く、 とい わ れ て い る。 そ の 瞬 間 を と らえ て、 人 は 門 を通 過 す る こ とが で

き る 、 とい わ れ て い る 。ETyMO五 〇Gy『'に は また 、 鯨 が 何 で あ るか を人 に教 え導 く と

き に、 そ の 綴 りか ら、 うか つ に も、Hの 字 を 省 く よ う な こ とが あ れ ば、 い っ わ りを 教 え

る こ と に な る、 とい う警 告 が あ る 。 そ れ は つ ぎ の とう りの 文 で あ る。

"Whileyoutakeinhandtoschoolothers
,andtoteachthembywhatname

awhale-fishistobecalledinourtongue,1eavingout,throughignorance,the

letterH,whichalmostalonemakethupthesignificationoftheword,you

deliverthatwhichisnottrue.(p.5)

こ こ で は、Hの 文 字 に こ そ も っ と も重 要 な 意 義 が あ る 、 と述 べ られ て い る。 同 じE7Y

MO五 〇〇y'に 示 さ れ て い るす で に述 べ た二 本 の 柱 は 、ス フ ィ ン ク ス の 視 線 が か よ い合 っ

た と き、 二 本 の 柱 は つ な が っ て 、Hの 文 字 が 出 来 上 が る 。Hの 文 字 に も っ と も重 要 な 意

義 が あ る、 とい うの は二 本 の柱 が っ なが っ た と き に で き るHに 言 及 し て い る、 と考 え る

べ き だ ろ う。Hと い う文 字 が な に を象 徴 し て い る か を知 ら な け れ ば 、 この 作 品 が 理 解 で

きな い 、 とい う こ と を`ET盟OLOGy'は 警 告 して い る の で あ る。 同 時 に ま た 、 解 釈 の

手 掛 り を示 して い るの で あ る 。 つ ぎの 、 鯨 に つ い て の 説 明 も、 解 釈 の 手 掛 りを 示 して い

る。

"WHALE
.※ ※ 寮Sw.andDan。 加 αZ.Thisanimalisnamedfromroundnessor

rolling,forinDan.加 α1≠isarchedorvaulted."晩 わ∫孟6欝'Dガoガo箆 αη.

"WHALE※ 米 刈tismoreimmediatelyfromtheDut
,andGer。 肋 〃θη,A.S.

肱 如 一彪η,toroll,towallow.Rガo加74∫oη 冶Dゼ6'♂oπoη,

引 用 文 で は 、鯨 を説 明 して 、roundness,rolling,arched,wallow,が そ の 特 徴 で あ る、

と述 べ て い る 。以 上 の 三 種 類 の 、い わ ば 、ス フ ィ ン クス の謎 が ル10ろッーD勲 とい う作 品 の 入

口 に置 か れ て い る こ とに な る。

ま ず 、roundnessが な ぜ 鯨 を 形 容 して い る こ と に な る だ ろ うか 。お そ ら く、鯨 は、水 面

を泳 い で い る と き、真 上 か ら眺 め る と丸 い の で 、roundnessと い っ た の だ ろ う。それ ば か

りで な く、 白 い鯨 が 青 い 海 の 上 を丸 く背 中 を 見 せ な が ら泳 い で い る姿 は 、 青 空 を渡 る太

陽 に似 て い る だ ろ う。rollingやarchedは 、太 陽 が 黄 道 を進 む さ ま を お もわ せ る。wallow

は 、 の た うっ(rollabout)、 波 打 つ(surge)、 汐 が ほ と ば し る(gushforth)、 吹 き 出
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る、 渦 を巻 く(eddy)な ど、鯨 の形容 詞 で あ るば か りで な く、海 の 姿 を形 容 して い る。

これ らの形容 語 は、鯨 が、大 空 の太 陽、や、大洋 、の 象徴 で あ りうる こ とを示唆 してい る。

また 、太 陽が 海上 に繰 りひ ろげ る春 夏秋 冬 の 自然現 象 と、鯨 が どの よ うに関 わ り何 を表

現 して い るか 、を も眺 めて い く必 要が あるの を示唆 して い る。〃o勿 一D盈 で は、鯨 自体 が

ス フ ィン クスで あ る。 ス フィ ンクスが旅 人 に課 した と云 わ れ る謎 は、四季 の移 りか わ り

や時 の流 れ に関す る もの で あった。また、丸 い ものroundnessは 、0の 文字 を もって図像

化 で きる もの で あ り、Hの 文字 とと もに、 ル10∂ッーD娩 の世界 観 の重 要 な象徴 を荷 って い

る。

上 に挙 げた引 用文 の鯨 の説 明 に あた って、WHALEが 大 文字 で綴 られ てい る。大 文字

で綴 られ ない と、二 本 の柱 が真 中 で結 ばれ てい る さ まが イ メー ジ化 され ない か らだ ろ う。

また、古 くか ら神 の名 を文字 で表 わ す試 みが あ ったが 、 その さいは大文 字 で綴 られ るの

が つね で あった か ら、 それ を まね たの だ ろ う。WHALEに 三点 の星 印 が つ いて い るが 、

これ は、3と い う数 が神 性 を表 わす と考 え られ てい るの で、特別 の注意 を払 う よ う促 し

てMelvilleが 付 けた もの だ ろ う。

ETyMO五 〇〇y'に は、鯨 を表 わ す語 と して、NUE-NUEと い う綴 りが あ る。 これ

は、 方角 を示 す羅牌 の文字 を もじった ものか もしれ な い。羅牌 は三十 二 等分 され て お り、

文 字盤 の それ ぞれ の文 字 は、 つ ぎの三十 二 方位 をさ してい る。N,NbE,NNE,NEbN,

NE,NEbE,ENE,EbNiE,EbS,ESE,SEbE,SE,SEbS,SSE,SbE,SbEiS,SbW,SWbS,

SW,SWbW,WSW,WbS,W,WbN,WNW,NWbW,NW,NWbN,こ の うちNEbEが

NUE-NUEに 似 て い る よ うで あ る。 しか し、NUE-NUEが 方 向 を示 して い る と仮 定 し

て、 その方 向 は、以 上 の三十 二 方向 の 中 には ないだ ろ う。 あ えて あ る とす れ ば、 それ は、

東 、新 し くorientateさ れ た東、太 陽 の昇 る方向 、NEWEAST,で あ ろ うか。〃oの ヱ)嬬

とい う作 品 の秘 密 は、文字 でで きた二 本 の柱 か らな る門か ら入 り、正 しい方向 に むか う

の でな けれ ば解 くことが で きな い。 また、 太陽 の昇 る方向 、 に注 目 しな けれ ば、 躍oの 一

D勲 とい う作品 は解 釈 で きな い。

`ηz65カo痂
6処動 フゼ

第III章 でQueequegが は じめて登場 す る。この章 に は、Queequegが どうい う人 物 で あ る

か、 どうい う創 世神 話 か ら原型 を借 りたの か、につ いて の言及 が あ る。 まず、Queequeg

は、Apeddlerofheads(p.49)、 首 売 り商 人 、 で あ る と紹 介 され る。 また 、 つ ぎの文

で は、Queequegは 、銀貨 三 十枚 ほ どを袋 か ら取 り出 し、二 等分 してIshmaelに 与 える。

これ らの こ とか ら、商業 と金 銭 の守護 神 で あ るヘル メ スがQueequegの 人物像 の根底 に取

り入 れ られ てい るのが 示唆 され る。
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〔He〕tookouthisenormoustabaccowallet,andgropingunderthetabacco,

drewoutsomethirtydollarsinsilver,thenspreadingthemonthetable,and

mechanicallydividingthemintotwoequalportions,pushedoneofthem

towardsme,andsaiditwasmine.(p,85)

`7物Co観'卯 αη〆

第III章 に 続 い て 第IV章 で も、Queequegが 性 格 原 型 を ヘ ル メ ス神 か ら得 て い る の が 、明

らか で あ る 。Ishmaelは 、Queequegの 朝 の 着 替 え の 様 子 をつ ぶ さ に 描 写 して い る。

①Hecommenceddressingattopbydonninghisbeaverhat,averytallone,

bythebyandthen-stillminushistrowsershehunteduphisboots,Whatunder

theheavenshediditfor,Icannottel1,buthisnextmovementwastocrush

himself-bootsinhand,andhaton-underthebed,when,fromsundryviolent

gaspingsandstrainings,Iinferredhewashardatworkbootinghimself,

thoughbynolawofproprietythatIeverheardof,isanymanrequiredtobe

privatewhenputtingonhisboots,(p.55)

②gettingunderthebedtoputthemon.Atlast,heemergedwithhishatvery

muchdentedandcrusheddownoverhiseyes,andbegancreakingandlimping

abouttheroom,asif,notbeingmuchaccustomedtoboots,hispainofdamp,

wrinkledcowhideones-probablynotmadetoordereither-ratherpinched

andtormentedhimatthefirstgooffofabittercoldmoring.(p.55-6)

③Therestofhistoiletwassoonachieved,andheproudlymarchedoutofthe

room,wrappedupinhisgreatpilotmonkeyjacket,andsportinghisharpoon

likeamarshal'sbaton.(p.56)

① で は 、Queequegは 、 た い そ う背 の 高 い 山 高 帽 をか ぶ る 。 か ぶ る 、 は 、don、 と い う語

が 当 て られ て い る。donに は 、 別 義 と して 、5ヵ.master,10rdの 意 が あ る 。Queequegは 、

長 靴 を取 り出 し、 手 に持 っ て 、 帽 子 を か ぶ っ た ま ま、 ほ とん ど下 着 も つ けず 、 ベ ッ ドの

下 に も ぐ り こ む。そ こでQueequegは ひ と苦 労 しな が ら靴 を は くの だ が 、彼 は な ま じ礼 儀

をわ き ま え て い た か ら そ う した 、 とい うの で は な い 。Queequegは 、 そ うす る こ と に よ っ

て 、 彼 自 身 ヘ ル メ ス神 に な っ て 生 まれ 替 る儀 式 を行 っ て い る、 と い うべ き だ ろ う。 ヘ ル

メ ス は 、翼 の 生 え た 帽 子 と靴 に よ っ て 知 られ て い るか ら で あ る 。tocrushhimselfunder

thebedは 、 命 を断 つ 、 とい う意 味 だ ろ う。

sundryviolentgaspingsandstrainigsは 、 胎 内 か ら生 れ 出 る と きの 姿 を まね て い る の

だ ろ う。Queequegは 、 以 下 の 儀 式 的 な行 為 に よ っ て 、ヘ ル メ ス神 とな っ て 復 活 した こ と

に な る の だ ろ う。 ① の 文 の 、hunteduphisboots,か ら 、Queequegは 、 彼 の 所 持 品 入 れ
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の 中 を探 して靴 を取 り出 した のがわ か る。

② の文 で は、Queequegは 、ベ ッ ドの下 か ら出て きた とき、帽子 を 目深 か にかぶ り、び

っ こをひ いて歩 く。これ は、まだ見 ぬAhabの 姿 で ある。hebegancreakingandlimping

abouttheroomで は、靴 が新 しい ので、 ぎ ゅう ぎゅ う鳴 るの だ ろ う。1impingは 、 び っ

こをひ いて歩 く、asif,notbeingmuchaccustomedtoboots今 まで長靴 をは き慣 れ て

い ない かの ように、pinchedandtormentedhimatthefirstgooffは じめ て履 くの で窮

屈 だ ったか の よ うに、 な ど、靴 が新 品 で あ った か の よ うに示 されて お り、靴 をは くこ と

の儀 式的 な意 義 が明 らか で あ る。

③heproudlymarchedoutoftheroom靴 は、 は き ごこちが よ く、彼 にぴ った りだ

った のだ ろう。sportinghisharpoonlikeamarshaPsbaton錆 を錫状 の よ うに振 りま

わ して、 は、 い う まで もな く、ヘ ル メ ス の二 匹 の蛇 の か らん だ 秋 を まね て い る。pilot

monkeyjaeketヘ ル メス像 は、マ ン トの よ うな衣 を なびかせ 、 さっ とう と風 を切 って い

る姿 で えがか れ てい る。pilotmonkeyjacketは 、ヘ メル スがPequod号 を先導 して い る

かの よ うに、重 要 な瞬 間 に は風 向 きが かわ って 、良 い方 向 に局 面 が進 展す るばあ いが多

いの を示唆 して い る。Pequod号 は風 によ って導か れ てい る、 とい って もよい。ヘル メス

は、 そのattributeが 風 で あ る、 とされ て い る。 ホー ソンの、子 供 のた め に書 か れ た物 語

で は、どの物 語 もヘ ル メス に よって助 け られ る設定 にな って い る。Melvilleが ホー ソ ンの

えが いたヘ ル メス を意 識 しなか った とは考 え られ な い。ヘ ル メス とQueequegが たが い に

counteupartに なっ て い るの は否定 で きな い。章 題 の`η36Co鰯'6η)α η〆は、 た が い に

duplicate、 とい う意味 にな って い る。

ZOO〃2勿9S'

っ ぎ の 文 に は 、 か くれ た 意 味 が あ る。

WithaphilosphicalflourishCatothrowshimselfuponhissword,Iquietly

taketotheship.Thereisnothingsurprisinginthis.Iftheybutknewit,almost

a11menintheirdegree,sometimeorother,cherishverynearlythesame

feelingstowardstheoceanwithme.(p.23)

ま ず 、Catoが 剣 の 上 に身 を投 げ る 、 と い うの は 、 っ ぎ の よ う に解 釈 で き る。Catoの 頭 文

字 のCだ け を取 り出 し て 、 い わ ば 象 形 文 字 と考 え て 、 紙 の 上 にCを 下 に 向 け て 書 い て み

よ う。 そ の 下 へ 、剣 の か た ち を した 文 字1を 書 い て み る と、 この 図 は、Catoが 剣 に む か っ

て 身 を投 げ る姿 を 記 号 化 し た もの で あ る。 あ る い は 、Cを 女 性 、1を 男 性 、 と し て と ら え

る と、 これ は 、男 女 の 原 理 の 、 も っ と も簡 略 な 図 形 を あ らわ す 。Ishmaelは 、 わ た し は そ

っ と船 に乗 る 、 とい う。 この 文 を 図 に し て み よ う。Cは 、上 向 き に書 くと、船 の か た ち を

し て い る 。1は 、剣 の か た ち を し て い る 。 この 図 は 、Catoの ば あ い の 逆 向 き に な っ て 、C
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が下 に、1が 上 に な る。IshmaelがItaketotheshipと い うの は、男 女 の交 わ りをす る、

こ とを意味 して い る。この こ とは分 か って みれ ば何 も驚 くにはあ た らな い、とIshmaelが

云 う。 男で あれ ば海 にたい して誰 しもそ うい う気持 ちに な る、 とIshmae1は い う。海the

oceanは 、seaで あ るが、同時 に発音 上 は、Cで あ り、女性 を象形 化 してい る。Ishmaelが

い う、men、 は、男 た ち、 とい う意 味 で 、女性 はふ くまれて い ない。男 で あれ ば、程度 の

差 こそあれ 、誰 し も男女 の交 わ りを欲 す る、とlshmaelは 云 って い る ことにな る。上 の引

用 文 中の、Withphilosophicalflourlshは 、哲 学 的 な美辞麗 句 を並 べ て、 とい うよ り、む

しろ、哲 理 にか な って豊穣 を もた ら しなが ら、とい った意 味 にな るだ ろ う。Ishmaelと い

う名 自体 がissue+maleで あ るか ら、Ishmaelは 、男 性原 理 、 と、豊 穣 、 を意味 す る象 徴

概念 で あ る。

`℃ぬ0ω4
6〆,

Nantucketに 着 いた の は夜 遅 くであ ったか ら、 その 日の うち に しな けれ ば な らな い仕

事 は食 事 とベ ッ ドにつ いてで あ る、 とIshmaelは い う。

1twasquiteIateintheeveningwhen..QueequegandIwentashore,sowe

couldattendnobusinessthatday,atleastnonebutasupPerandabed.(P.99)

Try-potsの 亭主 の名 前Hoseaが 「ホセ ア書 」か ら引 かれ た もの であ る、 とい う ことにつ

い て は、 すで に述 べ た。宿 の おか み さん は、黄 色 い服 を着 てお り、髪 の色 も黄 色 で あ る。

顔 に は一面 にそ ばか すが あ る。 戸 口で おか み さんか ら返事 を も らうの を待 ってい る男 は

紫 色 の羊毛 の服 を着 てい る。 これ は、 「ホセア書 」(2:8)のcornandwineとwooland

flayか ら来 てい るだ ろ う。cornは 黄色 、wineは 紫 色 を して い る。cornは 、古 くは、小麦

wheatを 指 して い るので、cornandwineは 、聖体 拝領 の 、パ ン とブ ドウ酒 、の意が あ る

だ ろ う。woolandflayは 、毛布 や掛 布 な ど、ベ ッ ドを暗 に示 して い る。パ ン とブ ドウ酒

は、 な に よ りも、 まず 、 キ リス トの最後 の晩 餐 を思 い起 こさせ る。最後 の晩餐 に関連 す

る、ベ ッ ド、 は と云 えば、 それ は、十 字 架上 の死 の あ との、復 活 まで の期 間 を さ して い

るだ ろ う。要 す るに、Ishmaelが 、 しな けれ ばな らない用件businessは 、食事 とベ ッ ドで

あ る、 とい う と き、 そ こに は、死 と復活 、が 示唆 されて い る こ とに な る。 この こ とか ら

も、Pequod号 の最後 が暗 示 され て い る こ とにな る。Pequod号 が沈 まな けれ ば な らない こ

と と、同時 に、Pequod号 がふ たた び復 活 す るであ ろ う こ とが、暗示 され てい る。ギ リシ

ャの昔 の アル ゴー船 が 、南半 球 の夜空 で 、船座 、 として復 活 し、 かの地 の南天 で、北 斗

七星 さなが らに、け っ して沈 む こ とが ない よ うに、Pequod号 も復 活 す るだ ろ う こ とが暗

示 され て い る。夜 空 を渡 る三 日月 は船 さなが らで あ り、そ こに永 遠 のPequodの 姿 が とど

め られ て い る と言 え な く もな い。Pequodと い う名 は、豆 の さや(Pea+cod;pea+

pod)、 を意味 して い る。 三 日月 も、豊 穣 の 象徴 で あ る。Melvilleは 、 〃oの.D嬬 の 中で 、
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ヘ へ

CapeHornに つ いて た びたび 言及 してい る。Hornは 、豊 穣 の つ のcornucopiaを 意味 し、

三 日月 の姿 を あ らわ してい る。Pequod号 が 、豊穣 の 象徴 で あ るの は云 う まで もない。

Try-Potsを 訪 ね当 て るに際 して、黄色 い倉 庫(ayellowwarehousep .99)か ら出発

し、 白 い教 会(awhitechurchp.99)を 経 て行 くよ うに、 とPeterCoffinはIshmaelと

Queequegに 指 示 を した 。 黄 色 い倉庫 に は小 麦 が入 っ て い て、Ishmaelの 云 う、食 事、

が 、黄色 い倉 庫 、 と結 びつ く。 白 い教 会 、 は、復活 を待 ち望 むた めの 、黄 泉 の世 界 のベ

ッ ドで あ る。 黄色 は、 実 った 麦畑 の色 、 あ るい は、 太陽 の光 の色 、黄 金 の色 、 な どを表

わす だ ろ う。HoseaHusseyの おか み さん の顔 一 面 の そばか す は、麦 の粒 を散 らせ た さま

であ るだ ろ う。 お かみ さんの黄色 の服 と黄色 の髪 の毛 は、彼女 が 「ホセ ア書 」のHoseaの

妻 の よ うに欲 情 の女 で あ る こ とを示 してい るが 、同 時 に、彼女 が 豊穣 を もた らす多 産 の

女 で あ るか の よ うで あ る。

`Qπθθ
.ル勉 ∂'

第XXVI章 は、Melvilleが 、 フロイ トの 、夢 の解釈 、や 、宇 宙 自然 の中 の事物 の もつ象

徴 と して意 味、 な どの説 に さきが けて、 夢や 想念 の もつ意 義 を追 求 しよ う とした とい う

こ とを示 す章 で あ る。 あ るい は、 む しろ、 この作 品が 、神 話 や伝説 な どの 、古代 か ら人

間が は ぐ くんで きた夢 の世 界 を集大 成 した もので あ る こ とを、 この章 は示 してい る。

QueenMabは 、象 牙の塔 に住 み、人 の夢 の仲介 をす る と伝 え られ る妖精 の女王 の名 で

ある。Ishmaelは 、Ahabの 鯨 骨 の足 を象 牙 の足(ivoryleg)と 呼 んで い る。Ahabに とっ

て 、彼 の象 牙の 足 は夢 の源泉 で あ って、彼 の体 の他 の どの部 分 よ りも彼 の本 質 に近 い。

彼 の ℃加s6イ 勿S600η4D¢ ゾの 中 のつ ぎの引 用文 にそれ が示 され て い る。

Butevenwithabrokenbone,oldAhabisuntouched ,andIaccountnoliving

boneofmineonejotmoreminethanthisdeadonethat'slost .Nowhitewhale,

norman,norfiend,cansomuchasgrazeoldAhabinhisownproperand

inaccessiblebeing.(p.705)

とい うこ とは、Ahabに とって、彼 の鯨 骨 の足 は、象牙 の塔 、 と して の意味 を もつ。

StubbはFlaskに 、 じっ に くだ らぬ ご と く思わ れ る夢 の話 をす る。どんな夢 解 きをすれ

ば よいの だ ろ う。最初 の一蹴 りでStubbの 足 は、す っぽ抜 け て し まう。その あ と、一本足

で 立 った まま足蹴 りを続 け るわ けに はいか ない だ ろ うが 、 ともか く彼 は蹴 りつづ け る。

抜 けた足 は、Ahabが 片 足 を取 られ るの を意味 す る。Ahabの 足 が鯨 の腹 の中 に とどまるの

と同様 に、Stubbの 足 は、夢 の中 の 白鯨 め く海坊 主 の尻 に くっつ いた ままで あ る。Stubb

とい う名 は、切 株 の ようなAhabの 足 が 、いわ ば、鯨 に接木 され たか た ちにな って い るの

を示 して い る。Stubbが さ らに海 坊 主 を蹴 りつづ ける こ とに よって、海坊 主 か ら逆 さ に突

き出 て て い る多 くの錆(marlinspike)の 一本 にStubbの 足 が刺 さ るだ ろ う と想 像 で き
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る。 そ うな る ことによ って、人 と鯨 が 、たが い に他 方 の骨 の一 部分 を共 有す る ことにな

る。そ う して、人 と鯨 が、いわば、因 と縁 、に よって結 ばれた こ とにな る。`Q麗 θη〃α6'

の章 の は じめ に、StubbはFlaskに 、真 東君(King・Post)、 と呼 び か けて い る。 それ は、

Flaskが 背 が低 い こと と、同時 に、彼が 、短 い柱、 つ ま り、Ahabの 鯨骨 の脚 、 を象徴 し

て い る ことにな る。

``銑 ε 陥 α16肋'6ガ'

この章 で は、拝 火教 徒 のParseeがAhabの 最後 につい て予 言 す る。 この 日、Pequod号

は四頭 の鯨 を仕止 め る。その四頭 が仕止 め られ た位置 は、それ ぞれ、Pequod号 の、風上

と風下 、そ して、船 首 と船 尾、 の方向 であ る。Pequod号 は、四 方 を仕止 め鯨 によって 囲

まれ たか たち にな る。 あ るいは、い いか え る と、Pequod号 は、風上 と風下 、 と、船 首 と

船 尾 、の方 向の 、相対 しあ う鯨 をつ ないで で きる十字形 の 中心 に位 置 して い る ことにな

る。Ahabの ボー トは、遠 く離 れ た風 上 の鯨 を追 ってい たた め に、その鯨 の もとで夜 を明

か さな ければ な らなかっ た。ル10加一D勲 で は、さ まざ まな 自然 の事物 に よってかた ちつ く

られ る十 字形 につい て言及 され るが、 この章 で見 られ る十字 形 と同 じ種類 の十 字形 が、

℃勿 ∫6-丁勉 丁痂堀IDの'で も、 問題 に され て い る。 これ らの十字 形 は、いわ ば座標軸 と

もい うべ き両 軸 の、片 方の軸 が風 によって構成 され てい るのが特徴 で あ る。

`Zoo
〃z勿gs"

Ishmaelは 言 う。

WithaphilosophicalflourishCatothrowshimself;Iquietlytaketotheship

(P.23)

こ の 引 用 文 の 意 味 は 、 つ ぎ の よ う に 理 解 で き な い だ ろ う か。 今 仮 に、Catoの 頭 文 字C

を 、Cato自 身 を表 わ す(standfor)も の と喩 え て 、 また 、hisswardを 仮 に 、1と い う文

字 で もっ て 表 示 し て み る と、Cの 文 字 が 真 上 か ら1の 文 字 に お お い か ぶ さ る よ う な恰 好

に 、 上 の 文 は 、 図 示 さ れ る こ と に な る。 つ ま り、Catothrowshimselfuponhissword

は 、1とCと して 記 号 で 示 され る こ とに な る 。 この 言 い 表 わ し方 は、 つ ぎのIquietlytake

totheshipの 表 面 下 の 意 味 を暗 に説 明 して い る こ とに な る 。 そ の 理 由 は、 つ ぎ の と う り

で あ る。 こ の`Zoo〃z勿gs"の 章 で 、Ishmaelは 、 何 度 も繰 り返 し、Igotoseaと い う。

Now,whenIsayIaminthehabitofgoingtosea(p.26)

no,whenIgotosea(p.27)

Again,Ialwaysgotosea(p.28)

Finally,Ialwaysgotosea(p.28)

こ れ か らは 、Ishmaelが 海 へ 出 か け て い く理 由 を、それ ぞ れ の 書 き出 し文 に よ っ て説 明 し
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て いるの はい う まで もな い。 しか し、 それ以 外 に、Igotoseaと い う文 には、1→C、

とい う記号化 された 図形が か くされ てい るのが感 じ られ る。Catothrowshimselfは 、I

gotoseaがIgotoCと な り、 つ ま りは、1→Cと 書 き示す こ とがで きる とい う こ との ヒ

ン ト(clue)に な って いる と考 え られ る。 これ にっ いて はすで に述 べ た。

それで は、1→Cは な にの表 象(sign)に な ってい るのだ ろうか。上 の引用 文 の、With

aphylosophicalflourishが 、 その説明 を して い る。 この語 句の意 味 は、形 而上 の豊か さ

を ともなって(withametaphysicalabundance)、 あ るい は、文 意 を抽象 して図像的 意

匠で表 現 して み る と、 といった意 味 にな る。flourishに は、 剣 な どを急速 に振 り回 して、

といった意味 が あ る。 とい うこ とは、1-Cと い う記 号 には、交 接、 の意 味 が あ るこ とに

な る。しか しphylosophicalと い う形 容詞 が付 い てい るのだか ら1→Cは 、性衝 動 の図式 化

され た もの に とど まらないだ ろ う。

わ た しが海 の中 に入 ってい く、 は、 さ まざ まに解釈 で きる。 突極 的 には、 わた しが海

の 中 に沈 んで あの世 に行 って しま う、 を意 味 して い る。 そ うす る ことが思 索上 理 性 にか

なって お り豊 か な実 りを もた らす 、 とい う意味 に上 の引 用文 は解釈 で きる ことにな る。

これ が第1章`ZOO珈 η8S"の 主題 で ある。同時 に これが 刀40の一1万6の々 主題 で あ る。死 の中

に豊 か な実 りが あ る、 とい う考 え方 は、 ギ リシ ャの オル フ ェ神話 に も とずい てい る。 オ

ル フ ェ神話(theMythofOrpheus)は 、ナル シス の変身謳(MetamophosisofNarcissus)

と結 び ついて お り、 また 、 キ リス ト像 の原 型 で ある といわれ て いる。

水 面 に映 る姿 とは、鏡 に映 る自分 自身 の魂 の姿 であ る。 人 は、心 の 中の鏡 に 自己 同一一

性 の映像 を見 る。Melvilleの 言 うphantomoflifeを 人 は 自身 の心 の中 に見 る。海や湖 沼

の水 面 は、phantomoflifeを 映 し出す魔 法 の鏡(magicglassp.684)で あ る。人 の瞳 も

また魔法 の鏡 とな る。眺 め る人 のphantomoflifeが 、眺 め られ る人 の 瞳 に映 し出 され

る。 眺 め る人 が 、 自分 のphantomoflifeと して、 永遠 の生 命 を、 鏡 の中 に映 し出す と

き、その人 は、鏡 に映 る自分 のidentityを 愛 し、その 中 に溶 けこんで い くことを願 う。一

体 に な りた い衝 動 にか られ るの は当然 であ る し、 また、 心の まな ごで とらえた映像 の 中

に飛 び こんで行 く以 外 に、人 は、phantomoflifeを とらえる こ とはで きな い。人 は、理

想像 を描 き、 そ の像 の ため に命 を捧 げる。Ahabは 、 彼 の鏡 に映 るphantomoflifeを 求

めて突進 し、 そ のphantomoflifeの 中に 自己 を同化 させ る こ とが で きた。彼 は、 思 いを

遂 げ、海 とい う鏡 の 中 に消 えてい く。Ahabは 、彼 のエ ゥ リデ ィケで ある ところの 自己の

魂 を恋 して冥 府 に下 った オル フ ェで あ りナル シスで ある。

Ishmaelは 、`Zoo〃z勿g8"の 章 で、 彼の鏡 に映 る風景 を描 写 す る。五〇〇〃伽gε とい う章題

は、Ishmae1の 心 の鏡 の 中 に、 さ まざ まな風 景 とともに、 生命 の本 質で あ るphantomof

lifeが 映 し出 され るさ まを云 った もので あ る。鏡の 中で 、巨大 な水 門が 開か れ て、生命 の

幻 が その壮厳 な姿 を現わ す。 その姿 は、 白衣 を ま とって光 り輝 く変容 の キ リス トさなが
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らで ある。この とき溢 れ出 た水 門の水 は、Ahabと その一行 の者 た ちが、最後 に飲 む こ と

にな る海 の水 で ある。海 は、満面 に水 をた た えた聖杯 に変容 し、Ahabた ち を、この杯 か

ら飲 む よ うに、 と招 く。 この杯 か ら飲 む者 は、 キ リス トの ように変容 し、死 ん で も死 な

な い、 とい うのが、 キ リス トの歌 う甘 美 な歌 で あ るが、Ishmaelも 、 キ リス トと同様 に、

また 、オル フ ェ と同様 に、人の魂 を蕩 かす甘 美 な歌 を うた って い る。Ishmaelも また、オ

ル フ ェで あ り、 ナル シスで ある。 その歌 は、死 への誘 いで あ る。 死 んで も死 なない、 と

い う死 への誘 いで あ る。Ishmaelと い う名 がissue+maleで あ る こ とか ら明 らか な よ う

に、Ishmaelと は、生命 の根 源、 とい う意味 をあ らわす 抽 象概 念 で あ る。Ishmae1と は、

限 りな く生命 を発生 させ る宇宙 の リビ ドー(universallibido)で あ る。抹 香鯨 の形状 と

その勇壮 な潮 吹 きが宇宙 の性衝 撃 を表現 してい る ように、Ishmaelと い う名 も、生命 、の

象徴 で あ る。ちなみ に、1140のヱ)嬬 とい う名 は、躍動 す るphalus、 を表 わ して い る。moby

〈mobile;dick<phalusで あ るの は明 らかで ある。しか し、Ishmae1が 説 く生命 は、Orpheus-

Christが 説 く生命 と同様 、死 の 中に存在 す る。

Melvilleは 、 〃oクy-Dガc の々 中で、 自然 をつ ぎの ように とらえて い る。

ONature,andOsoulofman!howfarbeyondallutteranceareyourlinked

analogies!notthesmallestatomstirsorlivesonmatter,buthasitscunning

duplicateinmind.(p.406)

(おお自然よ!お お人の心霊よ!言 葉にはとてもいいあらわせないほど、まるでよく似たものだ。物

質のどんな微小な原子一つの動きも生命も微妙に憎いほどに、心の中のことを生き写しにしてい

る。)(阿部)

人 間の 心の動 き と自然 の現象 とが生 き写 しduplicateに な ってい る、 とい うのが、Mo加 ・

Dガ6々の中 の 自然 の促 え方で あ る。これ は、Emersonが 説 く自然観 と同 じで あ る。Melville

が どの ようにその 自然観 を作 品の 中 に組入 れ てい った か につい てル10毎D勲 を中心 に以

下 た どって い く。Mo〃y-D勲 の中で は、自然 は、大 き くは、まず、季 節の移 り変 わ りの現

象 として と らえ られて い る。 つ ぎに は、 自然 は、特殊 な現 象 を起 こす ことが あ る もの、

として とらえ られ てい る。っ つい て、季節 に関係 な く日常 あ りふれ て存在 す る風 景 の中

の 自然の事 物が 、作 品の 中で重 要 な鍵 とな る ように仕 組 まれ てい る。

まず、季 節 の移 り変 わ りにつ い て、(ル10の ・D娩 が発 表 され た1851年 までの、 ソー ロー

の 日記 の 中で春 夏秋冬 の 区分 が どの ように認 識 され てい るか につ いて調べ てみ たが、 ソ

ー ロー は、 この点 につ いて厳 密 には意 識 して いな い ようであ る)冬 至 に当 るク リスマス

の 日 と、夏至 のmidsummerの 日、 そ して春分 と秋分 の 日 は、季 節 を区分 す る 日で あ る。

(ソー ローの 日記 に は、と くに これ らの 日につ いて の記載 は見 当た らな い。)ル10ウy-Dゴ漉 の

中で は、 これ らの 日は、 いわ ば、特 別 の 日 として聖 別 され てい る。 ク リスマ スの 日の朝 、

Pequod号 は出発 す る。Pequod号 の旅 の終 わ りは、秋 分点 で あ る。つ ま り、日付 変更線 が

一53一



『白鯨』のか くれた意味 と象徴(8)

赤道 と交 わ る地 点 であ る。 こ こは また、黄 道 との交点 で もあ る。 夏至 と春 分 は、 それぞ

れ0° と90°の経線上 を黄 道が横切 る 日であ るが、 その ときPequod号 に は何 が起 こった か。

`Q
襯 惣 γ一〇60ん'

第XXXVI章 の`Q媚 吻 γD6〃 で は、春分 の 日に起 こった事件 にっいて述 べ てい る。

この 日には じめてAhabは 、船 員 た ちにMobyDickに っ いて説 明 し、MobyDickを 追 う

決意 を告 げ る。 この 日には昼 夜が 平分 され る。 この 日に は、 太陽 の黄道 が天 の地平 線 の

上 に顔 を出す。 この 日に は じめ てMobyDickと い う名 が 口に出 され、その存 在 につ いて

の認識 が乗組 みの心 に植 えつ け られ 、一 日一 日 とその認 識 が大 き く育 って い く。 それ は

ち ょう ど、一 日一 日 と太陽 が勢 い を増 してい くの と軌 を一 にしてい る。 また この 日に は、
メインマ ス ト

太 陽 の 象 徴 の よ う なdoubloon金 貨 がPequod号 の 大 楴 に 釘 付 け さ れ る。 そ の 姿 は また 、

キ リス トの礫 刑 像 に似 て い る。大 橋 のdoubloon金 貨 は 、春 分 の 日の 太 陽 が もた らす 自然

現 象 とduplicateに な っ て い る。

`Q〃α吻 〃)66ん'の す ぐ前 の章 の`7物 忽o∫ 握髭α4'の 中 に つ ぎ の よ う な文 が あ る
。

①Andperhaps,atmid-day,inthefairestweather,withonehalf・throtted

shriekyoudropthroughthattransparentairintothesummersea,nomoreto

riseforever.Heeditwe11,yepantheist!(p.215)

こ の 文 のatmid-dayとthefairestweatherとthesummersea,か ら 、 こ の 日が 、 太 陽

に 喩 え られ た キ リス トが 復 活 す るEasterの 日 で あ ろ う こ とが 、 また 、 南 下 して い るPe-

quod号 が 南 の 海 に あ っ て 、 今 、 正 午 頃 で あ るの が わ か る。

また 、`7劾Q繊 鹿 冠)66々'の つ ぎの 章 のS〃 ηs6"の 中 に つ ぎの よ う な文 が あ る。

②Yonder,bytheever-brimminggoblet'srim,thewarmwavesfIushlikewine.

Thegoldbrowplumbstheblue.Thediversun-slowdivedfromnoon,-goes

down,mysoulmountsup!(p.225)

とこしえ

(彼方の、永久に満々たる大盃のふちに、暖い波はぶどう酒のように染 まっている。黄金の額は青い

海に垂直に光を投げている。水に潜ろうとする太陽、一真昼から潜 りはじめて、今沈んでいく。)(阿部)

この文 の、 太陽 の光線 が垂直 に海 上 を照 すThegoldbrowplumbstheblue.と い う

の は、太 陽が正 し く東 か ら出 て正 し く西 に入 る春 分 あ るい は秋分 の 日の正午 にPequod号

が赤 道上 に位 置 して いる こ とを意味 してい る。Pequod号 は出発 してか らまだ あ ま り日数

が経 って いない ので、 この 日は春分 で あ った と考 え られ る。 この 日には、太 陽 は、正 し

く東 西 に移動 し、 また正 午 に は正 し く真上 か ら光 を投 げか けて、一 日が か りで、 いわ ば、

大 きな光 の十 字架 を形 づ くる。円形 の地 平線 で囲 まれ た大盃 の 中に満 た され た海水 は、

夕陽 に照 ら され て ワイ ン色 に輝 く。太陽 が つ くる光 の十字 架 と、帆柱 に輝 くdoubloon金

貨 が、二 重映 しにな ってい るの は言 うまで もな く、 また、大盃 の 中の ワイ ン色 の海 は、
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こ の 日 の落 日 の あ と、Pequod号 がMobyDickの 追 跡 を誓 う儀 式 の た め に 使 わ れ た 三 人

の 鈷 打 ち の 血 と、 そ の 日の 酒 宴 で ふ る まわ れ た ワ イ ン と と も に 、二 重 、三 重 のduplicate

に な っ て い る。 この 、 二 重 映 し、 と い う行 為 は 、 じっ は 、 儀 式 の 本 質 で あ る。 春 分 の 日

にAhabが 太 陽 を観 照 して 行 っ た 儀 式 は 、秋 分 の 日 に、ふ た た び 太 陽 が つ くっ た 光 の 十 字

架 と と も に、 また この 日 に海 に 沈 み 始 め る黄 道 の あ と を追 っ て 、Pequod号 が 沈 ん で い く

の と、 二 重 映 し に な っ て い る。1吻 の 一D1盈 と い う作 品 は 、 太 陽 の 運 行 や 季 節 の 移 り変 わ

り、 な ど の 自然 現 象 が 大 きな 比 重 を 占 め る作 品 で あ る。 夏 至 の 日 を 象徴 す る行 為 に つ い

て は 、 第LXXXVII章`7伽Gη η4、47〃z偏 〆 と第LXXXVm章Sc加o♂sα ηゴSc〃oolMαs一

陀欝'で 論 じ ら れ て い る 。

章 題 のQuarter・deckと い う語 は、一 年 の 四 分 の 一 、つ ま り、四 季 を 表 わ すquarter、 と 、

循 環loop、 の 意 を ふ くん で い るdeckと か らで き て い る。Quarterdeckに は 、 後 甲 板 、

とい う表 の 意 味 と、 四季 の循 環 、 と い う裏 の 意 味 と を含 ん で い る 。

乃40の 一D嬬 に は特 殊 な 自 然 現 象 が 見 られ る、 とす で に 述 べ た が 、 そ れ は 、 一 つ に は 、

Mapple神 父 の 説 教 壇 の う し ろ に 飾 られ た 絵 画 で あ る。

Betweenthemarblecenotaphsoneitherhandofthepulpitthewallwhich

formeditsbackwasadornedwithalargepaintingagallantshipbeating

againstterriblestormoffaleecoastofblackrocksandsnowybreakers.But

highabovetheflyingscudanddark-rollingclouds,therefloatedalittleisleof

sunlihgt,fromwhichbeamedforthanange1'sface,andthisbrightfaceshed

adistinctspotofradianceupontheshipstosseddeck,..."Ah,nobleship,"the

angelseemedtosay,"beaton,beaton,thounobleship,andbearahardy

helm,forlo!thesunisbreakingthrough,thecloudsarerollingoff-serenest

azureisatharld."(p.69)

いしぶみ

(「説教壇のうしろの、左右の大理石の碑の問の壁面には、一枚の大 きな絵画が黒い岩と雪のように

白 く砕ける荒波との岸に吹 きっけられようとしなが ら進んでいる雄々 しい船の図をあらわ してい

る。しかし、飛び散る飛沫と黒々と渦巻 く雲の上高 く、小さな一つの島のように、陽0)光 のただよ

うところがある。そこから輝 く天使の顔がのぞき、その光る顔は、スポットライトのように鮮かな

丸い光を船の上に投げかけている。「ああ、勇ましい船よ。進め、進め、たくましく舵を損れ。見よ1

太陽は雲間を破った、叢雲は渦巻きながら去る、一この上 もない静かな晴天は近づ く」(阿部)

この絵 に画 かれ て い るの は、 台風 の眼 で あ る。 それが今 、船 の上 を通過 しよう と して い

る ところで あ る。 台風 の眼 を見 る こ とが で き るの は、 多 くて も一生 に一 度 くらいで あ る。

そん な まれな現 象が 、 この絵 の 中 に と らえ られ て いる。 あた り一面 の嵐 の中 に大 きな 円

盤 の よ うな空 間が 現 われ 、 ぽ っか りと青空 が浮 か ぶ。 そ の中 に真昼 の太 陽 が輝 いて い る。

その空 間が通 り過 ぎて しま うには数分 もかか らない。 ヨブ記 の中 で、神 はつ む じ風 の 中
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ヘ ヘ へ

か ら現 わ れて 、 ヨブ に語 りか け られ るが、 そ の ときの つむ じ風 は、 この絵 の中 に描 か れ

て い るの と同 じよ うに、ぐる ぐる回 る台風 の 目で あ っただ ろ う。Melvilleは 台風 の 目を神
まなこ

の 眼 の 象 徴 と し て と ら え て い る と考 え るべ き だ ろ う。

ま た 、 自 然 界 で 例 外 的 に現 わ れ る もの と して 、 白 い動 物 が あ る。 第XLII章 の`陥 ゴ16一

ηθss(ゾ'勿 既 α1〆 は、 白 い 色 が 何 を象 徴 す る か に つ い て 、Melvilleの 意 見 を披 露 し て

い る 。 さ ま ざ ま な検 討 が 加 え られ て 、 自然 の 美 しい 粧 い と は、 結 局 、 つ ぎ の よ う な もの

で あ る、 とIshmaelつ ま りMelvilleは 嘆 じて い る。

①Andwhenweconsiderthatothertheoryofthenaturalphilosophers,thatall

otherearthlyhues-everystatelyorlovelyenblazoning-thesweettingesof

sunsetskiesandwoods,yea,andthegildedvelvetsofbutterflies,andthe

butterflycheeksofyounggirls,allthesearebutsubtiledeceits,notactually

inherentinsubstance,butonlylaidonfromwithout ,sothatalldeifiedNature

absolutelypaintsliketheharlot,whoseallurementscovernothingbutthe

charnel-housewithin,andwhenweproceedfurther,andconsiderthatthe

mysticalcosmeticwhichproduceseveryoneofherhues ,thegreatprincipleof

light,foreverremainswhiteofcolorlessinitself,andifoperatingwithout

mediumuponmatter,wouldtouchallobjects ,eventulipsandroses,withits

ownblanktinge-ponderingallthisthepalsiedunivereseliesbeforeusaleper;

andlikewilfultravellersinLapland,whorefusetowearcoloredandcoloring

glassesuponmonumentalwhiteshroudthatwrapsalltheprospectaround

him.AndofallthesethingstheAlbinowhalewasthesymbol.Wonderyethen

atthefieryhuntP(p.264)

どの よ うに美 しい自然 といえ ども、すべてみな巧みな欺 らか しにす ぎず、まるで神の ように崇め ら

れ る自然 も、その魅惑 の底 には死体部屋 をもつ売笑婦 と同 じように化粧 した ものにす ぎない。自然

のあ りとあらゆ る色 調を造 りだす その神秘な化粧 品 とも云 うべ き光線 は、それ自体で は、白色 また

は無色で あ り、 どんなに美 しい花であ って も、光の媒介が なけれ ば、空白(void)の 色 に染 まって

いるのみである。 このよ うに考 えると、宇宙は、生気 を失 った癩病者 としてわれわれの前 に立 っ。

きようかたびら

そして哀れな背信者は、ラップランド旅行のような、あた り一面の白色の大 経 帽子の前に盲いたよ

うに荘然となる。ところで、白子鯨 とは、以上のすべてのものの象徴である。それでは、この燃 え

るような追跡をあなたは不思議に思うには当たらないではないか。(阿部)

ここに は、 自然 の美 しさに 目を奪 われ て その本質 を見 究 め な けれ ば虚 しい ばか りで あ

る。 自然 その もの は仮 面 で あ って 、 その う しろが空 白(void)で あ る こ とを知 らね ばな ら

ない、仮 面 の う しろには、 白 い衣 を ま とったあ の世 の ラザ ラス の よ うな姿 が あ る こ とを

知 らね ばな らな い、 とい う現実 認識 の必 要 が まず説 か れて い る。 ここ までの 自然 につい
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て の 第 一 段 階 の 認 識 が 虚 無 観 に み ち て い る の で 、 人 は そ こ で 立 ち 止 ま っ て し ま い 、

Melvilleの 自 然 観 あ る い は 人 生 観 は 悲 観 主 義 で あ る と思、い こ ん で し ま う。 し か し、

Melvilleは ほ ん と う に悲 観 論 者 だ ろ うか 。上 の 引 用 文 に は、つ ぎの よ う な 意 味 も含 まれ て

い る。 空 白 とは 、 無 色 、 あ る い は、 た ん な る無 、 で は な く、 無 の よ う に見 え は す るが 、

じつ は、 す べ て を包 含 す る と こ ろの 、 豊 富 さ、 で あ る こ と を人 は知 る べ き で あ る。 経 帽

子 を ま と った ラ ザ ラ ス が 復 活 す る こ とが で き た こ と を人 は 知 る べ き で あ る。 白子 鯨 は 、

無 と同 時 に豊 富 さ 、死 と同 時 に 生 、 を象 徴 し て い る こ とに 、 人 は気 づ くべ きで あ る。

上 の 引 用 文 の す ぐ前 に、 つ ぎ の よ う な文 が あ る。

②lsitthatbyitsindefinitenessitshadowsforththeheartlessvoidsand

immensitiesoftheuniverse,andthusstabsusfrombehindwiththethought

ofannihilation,whenbeholdingthewhitedepthsofthemilkywayPorisit,

thatasinessencewhitenessisnotsomuchacolorasthevisibleabsenceof

color,andatthesametimetheconcreteofallcolors;isitforthesereasons

thatthereissuchadumbblankness,fullofmeaning,inawidelandscapeof

snows-acolorless,al1-colorofatheismfromwhichweshrimkP(p.263-4)

銀 河 の 白い 淵 を 眺 め る と き、 と ら え ど こ ろが な い た め だ ろ うか 、 心 も消 えん ば か り に、

宇 宙 の 虚 無 と広 漠 さ に と ら え られ 、 背 筋 か ら虚 無 感 に突 き刺 さ れ る 、 と書 か れ て い る 。

しか し この 虚 無 感 は 、 書 か れ て い る よ う に 、 無 神 論 者 が 感 じる もの で あ る 。 荒 涼 と した

雪 景 色 は 、お しだ ま った ま まの 空 白dumbblanknessで も っ て 迫 るが 、こ こ に は 深 い意 味

fullofmeaningが ふ く まれ て い る 、とMelvilleは 云 う。そ れ は 、無 神 論 者 は、dumbblank-

nessを 感 じは す る が 、fullofmeaningの 方 は理 解 で き な い か らで あ る。 そ れ で は汎 神 論

者 の ば あ い は ど う か 。 汎 神 論 者 とは 、 こ こで は 、 自然 を見 て そ の 背 後 に神 の 働 き を認 め

る キ リス ト教 徒 、 と い う こ とに 限 っ て み よ う。 白 と は色 と い う よ り色 の無 い こ とを見 た

状 態 、 しか も同 時 に あ らゆ る色 を凝 集 させ た もの 、 と認 識 した と き、 無 神 論 者 は、 経 帽

子 を ま とっ た ラ イ 者 の よ うなmortalityを 見 る が 、 汎 神 論 者 は 、 つ ぎの 文 に あ る よ う に 、

③Butnotyethavewesolvedtheincantationofthiswhiteness,andlearned

whyitappealswithsuchpowertothesoul,andmorestrangeandfarmore

potentouswhy,aswehaveseen,itisatonccthemostmeaningfulsymbolof

spiritualthings,nay,theveryveiloftheChristian'sDeity,andyetshouldbe

asitis,theintensifyingagent,inthingsthemostappallingtomankind.(p。263)

キ リ ス ト教 徒 の 神 の衣 そ の ものtheveryveilofChristian'sDeityを 見 る 。 これ は 、 汎

神 論 者 に と っ て は 、化 粧 を落 した 裸 の 自然 は 白 い 衣 を ま と っ た神 そ の もの の 姿 、 とい う

こ と に な る。この 神 の 姿 は 、真 白 な 、光 り輝 く衣 を ま と っ た キ リス トの 変 容 、(Transfigu-

ration)の 図 で あ る と考 えて よい だ ろ う。 キ リス トの 変 容 に つ い て は 、 マ タ イ伝(17:1
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しる

～13) 、 マル コ伝(9:1～13)、 ル カ伝(9:28～36)に 記 され て い る。

hisfacedidshineasthesunandhisraimentwaswhiteasthelight(Matthew)

andhewastransfiguredbeforethem.Andhisraimentbecameshining,

exceedingwhiteassnow,soasnofulleronearthcanwhitethem.(Mark)

Andasheprayed,thefashionofhiscountenancewasaltered,andhisraiment

waswhiteandglistering.(Luke)

いつ れ も、 キ リス トの顔 が太陽 の よ うに光輝 き、上衣 が雪 の ように白 く光 り輝 いた、 と

あ る。 汎神論 者 と無神論 者 とで は、 この よ うに、 自然 を観 照す る とき、 まった く正反対

の もの を見 る ことにな る。 日本 で も、 浄土 思想が 確立 す る まで は、無常 観 、 ものの あわ

れ、 な ど とい った 自然観 が あ り、 それ は、無 神論 者 の 自然観 に近 い。 カ トリック暦 に は、

キ リス トの変 容 の祝 日 とい うの が あって、 それ は8月6日 であ る。 この 日は、立 秋の 日

で あって、暦 の上 で は、 この 日か ら秋 に入 る。 カ トリック暦 で は、太 陽が キ リス トの象

徴 で あ るか ら当然 で あ ろうが 、太 陽 の動 きが きめ こ まか く祝 祭 日 として採 り入 られ てお

り、 したが って、 カ トリック暦 は 自然 の移 り変わ りを反 映 して季節 感 あふ れ る もの とな

って い る。 また、 ち なみ に、 日本 の俳句 で は、十 七文字 の 中 にかな らず季節 をあ らわ す

季題 を折 り込 まねば な らず、 その季節 は、 日本 で は一年 を二 十 四等分 して、二十 四節季

あ り、 その二十 四 の季節 の それ ぞれが俳 句 の中 に盛 られた であ ろ うか ら、俳句 も自然 の

移 り変 わ りを微 妙 に反映 してい た。 昨今 、欧米 で 英語 で俳 句 を作 るのが盛 んで あ るが 、

見受 け る ところ、季 節 が採 り入 れ られ てい ないの で、本 来 の俳 句 とは違 った ものに なっ

て い る。

上 に挙 げた 引用文① 、②、③ の うち、引用文③ がMelvilleの 自然観 を総 括す る もので あ

り、③ を見落 として①② のみで判 断 す る と、Melvilleの 自然 観 のみ な らず 、彼 の世界観 を

まった く見誤 る こ とにな る。① 、② 、③ の引用 文 は、 テキ ス トの 中で は、③ ②① の順 に

並べ られ て お り、 そのた め読者 の判 断が迷 わせ られ る こ とに な る。 お そ ら く、Melville

は、 意識 して 、 この よ うな並 べ方 を したのだ ろう。上 の① 、② 、③ の引 用文 を、聖書 の

「伝道 の書 」と比較 して み る と、Melvilleの 自然観 が一 層理解 し易 い。 「伝道 の書 」は、聖

書の 自然観 をあ らわ して お り、Melvilleの あ るい はEmersonの 自然 観 と一致 して い る。こ

の書 で は、自然 の移 り変 わ りを観 照 して、すべ て は空 しいallisvainと 嘆 じてい る ように

見 え る。 しか し 「伝 道 の書 」 は、 け っ して、 虚無 的 な 自然観 を伝 えてい るので はな い。

一 つの根 本 的 な文 を読 み落 とさな けれ ば、 で あ る。 「伝 道 の書」で は、 つ ぎの よ うに記 さ

れて い る。

①Vanityofvanities,saiththePreacher,vanityofvanities,allisvanity.

(1:2)(12:3)

③Ihaveseenalltheworksthataredoneunderthesun,and,behold,allis
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『白鯨 』 の か くれ た意 味 と象徴(8)

vanityandvexationofspirit.(1:14)

④RemembernowthyCreatorinthedaysofthyyouth,(12:1)

⑤Letusheartheconclusionofthewholematter,FearGod,andkeephis

commandments:Forthisisthewholedutyofman.(12:13)

②WhatprofithathamanofallhislaborwhichhetakethunderthesunPOne

generationpassethaway,andanothergenerationcometh,buttheearth

abidethforever.Thesunalsoariseth,andthesungoethdown,andhastethto

hisplacewherehearose.Thewindgoethtowardthesouth,andturnethabout

untothenorth,itwhirlethaboutcontinually,andthewindreturnethagain

accordingtohiscircuits.Alltheriversrunintothesea,yettheseaisnotfull:

untotheplacefromwhencetheriverscome,thithertheyreturnagain.

(1:3～7)

伝 道 者の こ とば。

①空 の空。伝道者 は云 う。空の空。すべては空。 日の下で、 どん なに苦労 して も、それが人 に何 の

益 になろう。

②一 つの時代 は去 り、次 の時代が来 る。 しか し地 はいつまで も変わ らない。 日は上 り、日は沈み、

また もとの上 る所 に帰 って行 く。風 は南 に吹 き、巡 って北 に吹 く。巡 り巡pて 風 は吹 く。 しか し、

その巡 る道 に風 は帰 る。川はみな海 に流れ こむが、海 は満ち ることがない。川は流れ こむ所 に、ま

た流れ る。

③私 は、 日の下で行われたすべてのわざを見たが、なん と、すべ てが むな しい ことよ。風 を追 うよ

うな もの だ。

④ あなたの若 い日に、あなたの創造者 を覚 えよ。

⑤結局の ところ、すべての結論 は、「神 を恐れ よ。」 これが人間 にとってすべてで ある。

こ こで 述 べ ら れ て い る の は 、 す べ て は 同 じ こ との 繰 り返 し で あ る こ と、 自然 の 営 み や

四 季 の 移 り変 わ りが そ れ を示 して い る、 と い う こ とで あ る 。 人 の す べ て の 営 み は、 む な

し い 、 と い う こ と で あ る 。 も し人 が 、 若 い と き に 、 神 の 存 在 に 気 づ か な け れ ば 、 す べ て

は む な し い こ とに な る、 と説 か れ て い る 。

Melvilleの 自 然 観 と伝 道 の 書 に 書 か れ て い る こ と と を比 較 し て み る と、 同 じ内 容 の こ

とが 説 か れ て い る の だ が 、 書 か れ て い る 順 序 が 逆 に な っ て い る の に気 づ く。 伝 道 の 書 で

は 、結 論 が 最 後 に来 て い る が 、Melvilleの ば あ い は 、結 論 が 始 め に 置 か れ て い る。そ の た

め 、Melvilleの 自 然 観 が 無 神 論 者 の そ れ の よ う に 、 ま ぎ らわ し く見 え る。 白色 は 、キ リス

ト者 に とっ て は 、 キ リス トの 変 容 の と き に見 ら れ た 光 り輝 く衣 の色 で あ り、 無 神 論 に と

っ て は 、ラ イ者 の 衣 の 色 で あ る 、 とMelvilleは 、 見 る 者 の世 界 観 の 違 い に よ っ て 、白 色 は

正 反 対 の 意 味 を もつ の だ 、と述 べ て い る こ とに 、読 者 は 気 づ か ね ば な らな い 。自 然 と い う
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仮面 の う らにあ る白色 は、 汎神論 者 に とって は、生命 の色 で あ り、無 神論 者 に とって は、

死 の色 で あ る、とMelvilleは 述 べ て い る。そ してMelvilleは 、すで に見 て きた よ うに、白

色 は霊 的 な ものの意 味深 い 象徴 、つ ま り、キ リス トの衣 そ の もの、themostmeaningful

symbolofspiritualthings,nay,theveryveiloftheChristian'sDeityで あ る、 とい う

意 見 に立 って い る こ とに読 者 は気 づ か な けれ ば な らない。

秋 分点 でPequod号 が 沈 む こ とにな るが 、 これ の意 義 は深 い ものが あ る。Melvilleは 、

1991年 の9月27日 に没 して い るが 、 この 頃か ら、太 陽 が秋 分点 を越 えて、1日 ご とに昼

の時 間が 短 か くな って い く。Melvilleの 死 が、偶然Pequod号 が 去 って い くの と軌 を一 に

す る こ とにな ったの か どうか はわ か らな い。Melvilleは その とき72才 であ った か ら、お そ

ら くた また まそ うなった ので あ ろ うが 、この頃 つ ま り9月29日 は、St.Michelの 祝 日に当

た る。 この 日は、St.Michelが 人 の魂 を天 国 へ導 き入 れ る といわ れて い る。

ソlBOSO窺Fγ ガθ1η6!'

第X章 の 且Boso〃2Fγ 加 グ は、 どち らか といえ ば、第II章 丁加Cα 膨!.80g'1こ 似 て

い る と ころが あ って、 他 の章 の解決 の た めの手 掛 りが伏 せ られ て い る といった趣 きの あ

る章 で あ る。 この章 の 表題 のTheBosomFriendのBosomは 、前 章 で延 べた よ うに胸

(chest)と の関連 で浮 き立 たせ られ た語 で あ る。

Ishmaelは 、彼 自身 が キ リス ト教 徒 で あ る こ ととQueequegの 偶 像 崇拝 を受 け入れ る こ

と とは彼 自身 の宗 教信 条 に抵触 しな い、 と云 う。 この こ とが、 この章 の特 色 であ る。 こ

の章 は、短 い けれ ど も、 さ まざま問題 をふ くんで い る。

Ishmaelが 教会 堂 か ら帰 って み る と、Queequegは 、暖炉 の前 の椅 子 に腰掛 けて両 足 を

炉 床 にの せ て、片 手 に黒 い木偶 人形 を に ぎ り、顔 にす り寄 せ て しげ しげ とその顔 もみ つ

め、 その鼻 を念入 りに削 りなが ら、奇 妙 な節廻 しで鼻歌 を口ず さんで い る。

Hewassittingonabenchbeforethefire,withhisfeetonthestovehearth,

andinonehandwasholdingcloseuptohisface,andwithajack-knifegently

whittlingawayatitsnose,meanwhilehummingtohimselfinhisheathenish

way,(P.81)

Queeguegは 木偶 の鼻 か ら木 屑 を削 って い るが、汐 吹亭 の主人 のPeterCoffinも 前 夜木

切 れ を屑 って(whittling)(p.44)い た。PeterCoffinは また、木 椅子 に鉋 をか けて、 その

木 屑 を暖炉 に投 げ こんで燃 して しま う。

Sogatheringuptheshavingswithanothergrin,andthrowingthemintothe

greatstoveinthemiddleoftheroom.(p.42)

PeterCoffinが 木 屑 を燃 や した暖炉 は、部 屋 の中央 にあ り、大 き くか さば って、人 が通

り抜 け られ る ぐらいの暖炉 であ る。 これ が不死 鳥 が身 を焼 く火 山 にた とえ られ て い る こ
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とはすで にの べ た。Quuequegが 削 る木 屑 は、鼻 の あた りか ら削 られ て い る こ とか ら考 え

て、彼 が くゆ らせ るパ イプの煙 と関係 が あ るの だ ろ う。Ishmaが 申 し出 て、二人 は煙 草 を

交 わ す。煙 草 の煙 が鼻 か ら出 る こ と とQueequegが 木 屑 を削 る とき彼 の鼻 を木偶 に くっつ

け る ように して い る こ とを結 びつ けて考 えざ る をえな い。Queequegは 礼 拝 す る と き、ふ

たた び その木偶 の鼻 に接 吻 す る。Ishmaelも それ を まねて 同 じ こ とをす る。

SoIkindledtheshavings;helpedpropuptheinnocentlittleidle;offeredhim

burnthiscuitwithQueequeg;salamedbeforehimtwiceorthricc;kissedhis

nose;(p.85)

煙 草 が終 る と、Queequegは 、額 をlshmae1の 額 にす りよせ 、腰 を抱 いて 、二 人 は夫婦

にな る、胸 を分 か ち あ う友(bosomfriend)に な って、 い ざ とい う ときに は、Queequeg

はlshmae1の た め に死 の う、 とい う意味 合 い の こ とを云 う。

QueequegとIshmae1の 実体 は融合 しあ って、Queequegは 、Queequegで な くな り、Ish-

maelの 半 身 に な って しま うか の ようで ある。IshmaelとQueequegは 、二人 で一 人 に なっ

て し まうか の よ うで あ る。黒 ん坊偶 像 を媒体 と して、IshmaelとQueequegは 合体(unite)

(p.85)し て一 つ に な って し まう。二 人 は、たが い に額 と額 、鼻 と鼻 、腰 と腰 、そ してお そ

ら く胸 と胸 を くっつ け合 って、 その儀 式 に よっ て、二人 は一人 にな り、Queequegはlsh-

maelの 影 にな って しま う。Ramadanの 章 で 、二人 が双 子座 のCasterとPolluxの 関係 にあ

るかの よ うな暗 示 があ るが 、TheBosomFriendと は、二 人 が そ う した関 係 に ある こ と

を示 して い る もの とお もわ れ る。 そ うい えば、双 子座 は、船乗 りと航 海の安 全 を護 る守

護星 座 で あ る。 黒 い木偶 像 の名 はYojo(P.103)と い うが 、 この名 の綴 りは、 よ く見 る と

人 の顔 に見 える。ふ たつ のoは 眼 であ る。jの字 は、鼻 お よび、いわ ゆ る第三 の眼 といわれ

て い る もの とで あ る。Yは 、宇宙樹 のYgdrasilで は ないだ ろ うか。この樹 は、宇宙 を さ さ

え、 その根 と枝 は天 界 、地界 、地 下界 を連 らね る とい う巨大 な とね りこの 木 であ る。 こ

の木 偶 と顔 と顔 をつ き合 せ る、 とは、 たが いに眼 の 中 を眺 めあ って実体 が 交感 しあ う こ

とを意味 す るので はな いだ ろ うか。 この よ うに アル フ ァベ ッ トの文 字 を象 形 として と ら

えて、文 字 その もの と意味 を不可 分 に重 ね合 せ る方法 は、ル10勿一D勲 の い た る ところ にみ

られ る。 この よ うに、文 字 その もの を呪術 的 に とい うべ きか 、 それ とも根源 的 に とい う

べ きか 、この よ うな用 い方 を、Melville以 外 に、試 みた もの が あった だ ろ うか。 また 、見

る とい う意味 で 、seeの かわ りにlookの 語 が使 わ れ る とき、lookの 二 っのoが 象形 的 に使

われ て いるの で ある。第IC章e刀z6Do24ゐ100ガ 参照 。

Queequegの 顔 が、南 米大 陸 の地形 をか た どった しゃれ こうべ の よ うな印象 を与 え、そ

の鼻 筋 が太平 洋側 に南 北 に連 な るPathagonia山 脈 の よ うに み え、CapeHormが 鼻 孔 に

当 るか の よ うであ る、とい う こ とにっ いて はす で に述 べ た。Yojoを 媒 体 に してQueequeg

とIshmae1は 、い って いれ ば合 一化 の儀 式 を通過 した こ とにな るが 、この と きYojoの 鼻 が
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CapeHornを 象徴 してお り、二 人 はCapeHormに 対 して も恭順 の意 をあ らわ し、同時 に

CapeHornを 彼 らの 内 に包 み こんで しまお う とした と考 え られ る。彼 らの鼻 とパ イ プの

煙 、 これ は汐吹亭 の部 屋の真 中 にあ る暖 炉 や煙突 と同様 、火 山の 象徴 で あ り、復活 を願

って の こ とで あるの はい うまで もな い。

超 絶 主義 を押 し進 めた考 え方 とお もわれ るが 、1匠o勿 一D盈 でMelvilleが 主 張 す る概 念

が あ る。 それ は、精 神 は外面 にあ らわ れ る もの だ(Youcannothidethesou1)(p.52)と

い う考 え方 で ある。Melvilleは 、ご く一般 的 に云 われ てい る意 味 で云 って いる にす ぎない

ので はな い。Queequegの 容貌 には、彼 の高潔 な精神 が あ らわれ てい るばか りで はな い。

Queequegの 頭部 は優 秀 な骨 相 をそな えてい て、GeneralWashingtonの 胸 像 をお もわせ

る、とIshmaelは い う。教会 堂 の中の壁 面 の大 理 石の碑 文 に、Willis(William)Elleryの 名

があ った。これ は、アメ リカ独立 宣 言文 の署 名者 の一人 の名 で あるか ら、GeorgeWashing-

tonの 名 に似 て いる こ と とあわせ て考 え る と、Queequegが 、精神 の独 立不 羅 を保 って い る

こ とを示 してい る。 これ だ けに と どまらない。Queequegの 眉毛 は、頂 きが密林 で厚 くお

おわれ た岬 角(promontories)を お もわせ る。

Certainitwashisheadwasphrenologicallyanexcellentone.Itmayseem

ridiculous,butitremindedmeofGeneralWashington'shead,asseenin

popularbustsofhim.Ithadthesamelongregularlygradedretreatingslope

fromabovethebrows,whichwerelikewiseveryprojecting,liketwolong

promontoriesthicklywoodedontop.(p.82)

精 神 は外面 に あ らわ れ る とい う考 え方 は敷術 され て、Queequegの 内 面 のCapeHorn

が 、密生 した緑 におおわ れたCapeIlornの よ うな眉 と額 にな って、彼 の外 面 に あ らわれ

て い る。Queequegは 、故郷 を約2万 マ イル離 れて、CapeIlorn廻 りで文 明国 に来 てい る

ことになって い る。

Hewasamansometwentythousandmilesfromhome,bythewayofCape

Horn,thatis-whichwastheonlywayhecouldgetthere-(p.83)

Queequegの 精 神 の崇高 さ、叡知 、静 誼 さ、 そ うい った抽 象概 念 を、Ishmaelは 、内面

のCapeHornと 呼 んで、表 象で もって表現 して い る。Queequegは 、CapeHornの 象徴

で あ る と云 った ほ うが む しろ よい。Queequegの 顔 の相 がCapeHornを あ らわ して い る と

い う考 え方 は、相 対 的 に、 白鯨 の顔 の前面 が何 をあ らわ して い るか とい う問題 に飛躍 し

て い く。内面の精 神 は外面 にあ らわ れ る とい う考 え方 を、Ishmae1は 、白鯨 の顔 に も当て

はめて い こう とす る。第LXXXIX章e7劾1)瑠76'参 照。 しか し一 方 で は、Ishmae1は 、大

自然 の美 しさを厚化粧 をほ どこ した売 春婦 にた とえ、 自然 の 内面 は、nothingbutthe

clarnel-bousewithin(p。264)で あ る と云 って、 内面 と外面 の落差 の大 き さを指摘 す る。

現世 の安寧 が本来 の魂 の それ と相 反 す る もの であ る とい う考 え方 もル40の一1万漉 の 中 に大
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き く支 配 して いる。 これ は、宗 教 的弁証 法 とで も呼 ぶ べ き もの で あ るが 、一 方 で、 内面

と外 面 は一致 す る とす るCounterpane(Courterpartの 意 と して)の 考 え方 も乃400y-D勲

の 中に大 き く存 在 す る。二 つの考 え方 は矛 盾 す る ように み えるが、 これ は、見 る人 の観

点 が 違 えば ま った く正 反対 の解 釈 が成 り立 つ、 とい う象徴 言語 の特 色 をあ らわ して い る。

Queequegは 、人喰 いの偶像 崇 拝者 として紹 介 され て い るか ら、言 葉 の上 か ら判 断 すれ

ば、 キ リス ト教 とは まった く相 入 れ な い印象 を与 え る。人喰 い とい う考 え方 は、 しゃれ

こ うべ(Golgotha<skullの 丘)と い うキ リス ト教 に とって もっ とも重 要 なモ チー フの一

つか ら派 生 した 象徴 に もとず いてい る。偶 像崇 拝 とい って も、 キ リス ト教正 統 旧教 は偶

像 崇 拝 に類 す る礼 拝形 式 を とって いる とい えな くもない ので あ る。Queequegの 木 偶 も、

考 えて みれ ば、 た だ言葉上 、眼 をあ らわ す象形 文字 にす ぎな いの で ある。極 端 に解 釈す

れ ば、人喰 いの偶像 崇拝 者 で あ ろ うけれ ど も、本 質 的 に は、Queequegは 、キ リス ト教倫

理 に も規 範 に もも とる ところ はな いので あ る。 彼 の礼拝 形 式 も、木 屑 の香 を焚 き、幡 祭

として焼 ビス ケ ッ トを捧 げ て いる だ けの こ とで あ る。 す で にのべ た よ うに、木 屑 を焚 く

の は、根底 に、復 活 を願 う意味 を もって い るので あ るか ら、Ishmaelの キ リス ト教 と相入

れ な い もの で はな い。この ばあ い、Ishmaelが 彼 自身長 老 派教会 に育 まれ た正 しいキ リス

ト教 徒 で あ る と言明 して いる ことの ほ うが注 目に値 す る。つ ま り、π40勿一D盈 が 、全体 と

して、Ishmaelの 視点 か らみて 、キ12ス ト教神 学論 理 か ら大 き くはずれ て い る とは云 えな

いか らで あ る。Ishmaelは い う。

IwasagoodChristian,bornandbredirlthebosomoftheinfa11ible

PresbyterianChurch.(p.85)

Ishmaelは 、不 可謬 の長 老派 教会 の胸 の 中 で生 れ 育 っ た、立 派 な キ リス ト教 徒 で あっ

た、 とい う。Ishmae1は 、第XVIII章F魏M吻 〃 でQueequegを 生 れな が らに して第一 組合

教会(thefirstCongregationalChurch)(p.128)に 所属 して い る とい って紹 介 す る。Ish-

maelは 、彼 自身 もQueequegも 大 きな普遍 的 な意味 で の キ リス ト教 徒 であ る、と云 ってい

る よ うで あ り、Queequegが 既存 の第一組 合 教会 に所 属 してい なか った の と同様 に、Ish-

maelも 実際 の制度 化 された長 老派 教会 に所 属 してい た とはお もえな い。長 老 派 とか第一一

組合 教 会 とい う意味 が もっ と広 義 に解釈 され てい るの であ る。長 老 とは、 父な る神 ア ダ

ムや ヨナ、またア ブ ラハ ム、な ど、根 本 的 な意 味 で の父祖 た ち を指 して い る。第 一組 合 教

会 は、ニ ュー ・イ ング ラ ン ドに栄 えた 宗教 で、個 々の地 域教 会 の独立 をつ よ くみ とめた

宗 派 で あ るか ら、Ishmae1は 、Queequegの 独立 の精 神 を指 して第 一組 合教 会 と云 ったの

だ ろ う。Ishmaelの 云 うキ リス ト教 は、既 存 の教 会組 織 の枠 をは るか に超 えた もので あ

る。 それ は、 ヨナが神 に よって遣 わせ られ た ところの ニ ネベ の 町の民 が 異教 徒 であ った

こ とと同様 に、異 教徒 もその 中 に包 み こんで しま う、 そ うい った規模 の もので あ る。

IshmaelとQueequegの 泊 って いた部 屋 の暖炉 につ い て考 えて み よ う。Ishmae1が 部 屋
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に帰 って み る と、Queequegは 、暖炉 の炉床 の上 に両 足 を乗 せ て い る。また 夕べの祈 濤 を

は じめ る ときに、 暖炉 の 中に木偶 を立 て るた めに、紙製 の暖蓋 を取 りの けてい る。 とい

うこ とは、暖炉 に は火 の気が な い こ とに なる。つ ぎの第XI章 か らも部屋 に火 の気 が ない

ことはあ きらか であ る。 二人 で心 と体 を暖 めあ うこ とが、部 屋 の内外 の寒 さ と対比 され

て、 よ り大 きな意味 を もつ こ とにな る。 それ で は、次 の文 は、 どうい う意 味 だ ろ うか。

AsIsatthereinthatnowlonelyroom,thefireburninglow,inthatmild

stagewhen,afteritsfirstintensityhaswarmedtheair,itthenonlygrowsto

belookedat;theeveningshadesandphantomgatheringroundtocasements,

andpeeringinuponussilent,solitarytwain;thestormboomingwithoutin

solemnswells;Ibegantobesensibleofstrangefeelings.Ifeltameltinginme.

(P.83)

「か くて私はその寂 しい室に座っている。炉の火は、ひときわ燃えさかって空気を暖めた後、た

だ眼に愉 しいほどに輝きながら、柔らかに低 く炎をあげていた。窓のあたりには黄昏の影 と幻が寄

せてきてただよい、言葉もなくぽつねんとしているこの二人を覗き込んでいた。外面の暴風は暗澹

として湧き立って砲曜 していた。私はあやしい感情が内に起るのに気づいた。身のうちがとろとろ

と融けるような気持だった。」(阿部)

暖炉 に火 はなか った はず であ る。上 の文 で暖炉 の火云 々 は、現在 時制 でか かれ てい る。

haswarmedとglowsが 現在 完了 と現在 時制 にな ってお り、 ほか のburning/gathering/

peering/boomingが 分 詞構文 で あ るか ら、分詞 構文 をつか って あ る部分 の時制 が過 去 で

あ るか現在 で あ るか 目立 ち に くい。お そ ら く、Mevilleは それ を考 慮 に入 れた上 で、これ

らの構 文 や時制 を用 いてい る もの とお もわれ る。そ うい った ことを考 慮 に入れ て、この文

を考 えてみ る と、この暖炉 のぬ くもりは、Ishmaelが 心 の中で感 じ取 った心 理的 な もので

あ る こ とに な る。IshmaelがQueequegに た い して感 じた心 理 的 な もの で あ る こ とに な

る。 この心 理 的な暖炉 の ぬ くも りがIshmaelの 心 を まず とろ ける思 い(ameltinginme)

にさせ る。そ してIshmae1を この よ うなお もい にさせた のが、窓 の外 に凝縮 す る よ うに し

の び寄 って きたeveningshadesandphantomsで あ る とお もわ れ る。 〃00y-D嬬 では、

姿か た ち を持 たぬ ものの存在 が大 き く関 わ って、重 要 な役 割 を荷 って い く。Ishmae1は 、

それ らの形 にあ らわ れぬ存在 の動 きを敏感 に感 じ とって、それ らの動 きに支配 され て い

く。Youcannothidethesoul.(p.82)のsoulは 、内 な る もの と外 なる もの との両 方 に当

て は まる こ とにな る。内 な るsoulと 外 な るsou1が たが いに呼応 しあっ て、内 な るsoulが 形

あ る もの に影 響 を与 え、形 あ る もの を動か して い くこ とにな る。Ishmaelの 心理 がQuee・

quegに も伝播 ・感 応 され てい って、二人 は一人 で あるか の よ うに、 たが い にunite(p.85)

され た状 態 になって い くが 、Queequegの 心 の中 に、 もし一片 で もlshmaelに た い して氷

のか け らが残 って いた として も、 それ も、 たが い にパ イ プ を交 わす ことに よって、 とけ
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去 って しまう。煙 草 の火 と煙が 、暖炉 の暖 か さ とが たが いに相似 形 とな り並列進 行 のか

た ち を とって い る。暖炉 の煙 突 と、人 の高 く秀 でた鼻柱 とが 並列 関係 にな って い る。Ish・

maelが 部 屋 に入 って きた ときQueequegが 暖炉 の炉床 の上 に両足 を置 い てい た こ とや 、

Quuequegが 木偶 を礼 拝 す るため に紙 の炉 蓋 をはず して暖炉 の 中 に立 て た こと も、汐吹

亭 の広 間 の中央 に あ る大 きな暖炉 に木屑 を投 げ こん だ意味 も、結局 、Queequegの 鼻 が

CapeHornに た とえ られ ていた こ とか らわか る ように、す べ て、CapeHornが 象徴 す る

ところの もの に連 な るた めであ るこ とがわ か る。煙 突 が不死鳥 の飛 び立 つ火 山 を まね た

もので あ ったが、CapeHornも 復 活 と結 びつ け られ てい る こ とがわ か る。

IfthereyetlurkedanyiceofindifferencetowardsmeinthePagan'sbreast,

thispleasant,gemialsmokewehad,soonthaweditout,andleftusCronies .

(P.84)

この文 のplesant,genialsmokeがlshmaelが 心 の 中で感 じた 暖炉 の暖 か さ と一致 す

る もので あ り、 その 暖か さがQueequegの 中 に残 ってい たか もしれ ぬ氷(ice)を とか した

(thawed)こ とにな る。 この 文のtobelookedatとinthatmiledstageに つ いて であ る

が 、暖炉 の火 が じっ とみ つ める ことの で きるおだ かや な状 態の 段階 に あ る ときに、 とは

何 を意 味 す るのか。部 屋 の暖炉 には、 その とき火が 入 って いない に もか かわ らず、入 っ

て い るか の よ うな錯覚 をお こ させ るの はなぜ か。存在 しな い暖炉 の 火の存在 感 を高 め る

た めであ るか もしれ ない し、形 の ある もの と形 の ない もの との 間 に壁 が ない とい う意 味

なの か。 それ とも形 のあ る もの よ り形 の ない ものの 方が実 質が 豊か であ る とい う意味 な

のか。 あるい は、両 方の意 味 をふ くんで い るのか もしれ な い。 この章 を理解 す るた め に

は、超 絶主義 的 な考 え方 の、精神 は外 面 にあ らわれ る(youcannothidethesoul)が 、

手掛 り とな る。Ishmaelの 心 の中の形 を もた ぬ暖炉 の火 が、Ishmae1とQueequegと の間 の

心 の壁 を取 り払 い、二 人 をuniteさ せて しまう とい う現 象 を外界 に も投影 させ る とい うこ

とで'あろ うか。

Queequegの もつ木偶Yojoが 、みつ め る、とい う意 味 をあ らわ す こ とにつ い ては述 べ た

が、Pipが 、"1100k,youlook,helooks,welook,yelook"(p.556)と い うが、 このlook

とい う語 に も眼玉 が二 つ ある とい える。みつ め る とい う こ とは」40勿 一Z万6 の々 中で重 要 な

意味 を もって いる。Ishmae1は 、窓 の外 をみ つめ るふ りを して、Queequegが なに を して

い るか じっ とみ つめ てい る。 み つめ る こ との意 味 につ いて考 えてみ なけれ ばな らない。

Ishmaelは 、窓 の外 を見 て い るよ うなふ りを して 、Queequegを 観察 して いたが 、彼 自

身 も窓 ガ ラス ご しに外 か ら影 と幻 に よって覗 き こまれ てい る。Ishmae1は 、外 か ら幻 に よ

って覗 きこ まれ る こ とに よって影響 を受 けて心 境 に変化 を きたす。 その幻 か らエ ーテ ル

の ような波 動 がlshmaelの 心 の 中に入 っ て きてIshmaelに 変 化 をお こ させ るので あ るが、

ど こか ら入 って きたか とい えば、眼 か らで あ ろ う。Ishmae1が 窓 の外 を覗 きこんだ とき、
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彼 は幻 と向 きあ った ことにな る。Ishmae1が 見 た もの は、ガ ラス に うつ る彼 自身 の映像 で

あ ったか もしれ ないが 、そ うす る と、彼 の見 た映像 は、Narcissusが 見 た水 面 に うつ る映

像 と同 じ質 の もので あ る ことにな る。Narcissusは 、幻 を把 握 で きぬい らだ ちか ら、みず
うつしみ

か ら幻 と現身 との境 界 で ある水 面 を突 き破 って、その幻 と同化 しよ う としたが 、Ishmae1

の ば あい、幻 が、 窓ガ ラス とい う境 界線 を超 えてlshmae1の 中 に入 って きた こ とにな る。

みつ め合 う ことに よって幻 と交 感 しあ った こ とにな る。精 神 と肉体 は、Narcissusと その

幻 との ような関係 にあ る こ とにな る。精神 と肉体 との間 に は、 薄 い壁 が あ って、 それが 、

鏡 の よ うな水面 で あ った り、部 屋 の内 と外 を仕切 る夜 の窓 ガ ラス であ った りす る。 内 と

外 の接 点 となる いわ ば通路 の ような もの が、 みつ め合 うとい う眼 の働 きであ る こ とにな

る。Ishmaelが 窓 の外 に感 じた幻 は、彼 自身 の大 霊 で あったか もしれ ない し、また は、彼

自身 の大 霊 をふ くめた もっ と大 きな、彼 の運 命 を導 く神 な る ものの意 志 の幻 であ るか も

しれ な い。IshmaelやNarcissusの 見 た幻 は、外面 にあ る とい うよ りむ しろ内面 に ある こ

とにな り、人 の眼 は、外面 を見 て い る とい うよ りむ しろ内面 を見 て い る こ とにな る。 し

たが って人 が大霊 とつ なが るた め の通 路 も人 の 内面 に ある こ とに な る。 みつ め る とい う

行 為 が、人 の 内面 に通路 をひ ら くこ とにな る。QueequegのYojoは 、みつ め る、とい うこ

と と、通路 をひ ら く、 とい うこ との表象 で あ る。Yojoは また 、人 の内 面 と外 面 をつ な ぐ

ばか りで ない。現 世 と他界 とをつ な ぐ通 路 もまた、神 の眼 と人 の眼 とがむ す ばれ る とこ

ろで あ る と考 え られ てい る こ とにな る。 説教 壇 の う しろにあ った絵 画 に えがか れた旋風

の中 の眼 の よ うな、 円形 の 空間 は、神 と人 とをつな ぐ通 路 で ある こ とに なる。雲 間か ら

さ しか か る光 線が 船 に注が れた よ うに窓 の外 の幻 が放 射 す る波 動がIshmae1の 中 に彼 の

眼 を とお して注が れ た とい う並列 の関係 が あ る こ とにな る。 台風 の眼 は、云 ってみれ ば、

神 の眼 とい う不可視 の実 体 がイ メー ジ化 され た もの であ る。

Ishmaelが 部屋 に入 って きた た めにQueequegはYojoを しまい こんだ(putup)(P.81)の

だ ろ うか。Queequegは また、 夕べ の礼拝 をす るた め にYojoを 取 り出 した(tookout)(p.

85)の だ ろ うか。 この章 で は、み つめ る こ とに よる同化 が問題 にな って い るの で あ るか

ら、Yojoを し まい こんで しま うとはお もえな い。heputuptheimage(p.81)に は、 し

まい こむ、 の意 もあ るが 、 この ばあ いは、表 象 をかか げ る、 象徴 の意 をは っ き りさせ る、

の意 が うかが える。Ishmaelは 、彼 自身 も偶像 崇拝 者 にな らね ばな らぬ(Imustturn

idolator)(p.85)と い って、偶像 崇拝 な どとい う異教 徒 であ る印 象 を与 え よ うとす る意 図

が み えるが、 それ は、表 面の意 味 とか くされ た意味 とが大 き く相 違 す る ように させ 、意

外性 と、 か くされた意 味 の発 見 をさ また げ る こ とを、意 図 した もの とお もわ れ る。Ish-

maelは 、偶 像 を立 て る手 伝 い をす る(helpedpropuptheinnocentlittleidol)(p.85)が 、

この立 て る(propup)は 、支 援 す る、な どの意 が あって、さ きほ どのputupと 同 じよ うな

意味 を もって い る。Ishmaelは 、取 り出 す(takeout)と い う語 も用 いて、
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Hethenwentabouthiseveningprayers,tookouthisidolandremovedthe

paperfireboard.(P.85)

このtakeoutも 、明 るみ に持 ち出 す、吐露 す る、な どの意が あ って、象徴 としてのYojo

を示 す、の意 がみ られ る。Ishmaelは 、Yojoに たい して、偶像 と呼 んでお りなが ら、一方

で は、innocentと い う語 を用 い て、無邪 気 な、可 愛 い、の意 の うらに、Yojoが 偶像 と呼

ばれ る罪 をおか してい ない、の意 が くみ とれ る ような表 現 を して いる。 この文 で、炉蓋

が紙製 で あ る とこ とわ ってい るのは、暖炉 に実際 には火 は入 って いないの だ とい うこ と

を示 すた めだ ろう。これ に類 す るか くされ た意 図 は、Queequegの 持 つ頭骨 か らも読 み と

る ことがで きる。

Queequegは 、頭 骨 をlshmaelに 贈物 にす る と云 うが、 この同 じ頭骨 を彼 らは、か つ ら

台 として散髪屋 に売 り払 って しま う。 これ も表面上 の意味 で ある にす ぎな い。

Hemademeapresentofhisembalmedhead.(p.84)

この文のapresentは 、目的格 で はな く目的格補語 で ある。Hemademeapresentは 、よ

そわれ た文で ある。この文の意味 は、lshmae1が 捧 げ物 にされた、とい う意で あって、Is㎞ael

が 、QueequegがYojoに さ さげる焼 ビスケ ッ トの幡祭 に され た、 の意 であ って、頭骨 に

は、Golgothaの 丘 の比喩 と、Queequegの 頭部 同様 ホー ン岬 の象徴 とがふ くまれてい るの

で あ る。 この こ とは、第X章{η26陥6♂Bα γγ伽'の つ ぎの文か ら もあ き らか であ る。

Nextmorning,Monday,afterdisposingoftheembalmedheadtoabarber,

forablock(P.91)

表面上 は、翌朝 、 つ ま り月曜 日の朝 に、彼 らが その頭骨 を処分 した ことなって いるが 、

barberのbarbは 、矢 じ りのあ ご、ほ こさ き、な どの意 が あって、barberは 、錆 、 を意味

す る ことにな る。 またblockか らは、tobeheadedの 暗示 が あ り、その頭骨 は香 を焚 いて

聖 別 されて い るの であ るか ら、儀 式の ための捧 げ もの 、の意 はあ き らかで あ る。blockに

は、shears(p.679)と 呼 ばれ る台木 、滑車 台の梁 、な どの意 が あ る。 これ に は、十 字架

台 、祭儀 の ための祭壇 な ど、キ リス トにな らう意 図が感 じられ る。shearsの 意義 について

は、第CXXXI章7劾P6g醐4摺 忽s'加 、0ψψ"を 参照 。Delight号 は、Pequad号 が 出

会 う最終 の船 で あ るか ら、秘 跡 の成就 の最 終 段 階 に十字 架 上 の死 が あ る こ とにな る。

Mapple神 父 の説教 の主調 がDelightで あ ったが 、彼 は このDelightを ヨナが鯨 にの まれ て

深淵 に降 るよ りもっ とお そろ しい こと(moreaufullesson)(p.79>と 形容 した。 それ は、

Delightの た めの死が 、Ahabの よ うに自発 的な もので なければ な らぬか らで あった。"

Bo∫o初Fγ 加4'の 章 で は、lshmae1とQueequegが 、航海 に さきだ って、何 を してい るのか と

い う疑 問が お こる と同時 に、それ にた いす る答 えが用意 され てい るこ とを知 るべ きであ る。

Queequegは 、本 のペ ー ジを、50枚 を一 区切 に、また続 けて50枚 とい うふ うに、数 えて

い る。 この意味 は、よ くわか らないが 、fifty-fiftyと い う語 の つかい方 があ るか ら、半分
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『白鯨』 の か くれ た意 味 と象徴(8)

に 二 等 分 と い っ た よ う な と こ ろ か も しれ な い 。Queequegは 銀 貨 を 二 等 分 してIshmae1に

与 え て い る。 二 人 は た が い に 自 己 を共 有 しあ っ て い く こ とに な る。 たが い に双 子 の 兄 弟

の よ う な関 係 を示 す た め に 、Melvilleは こ う した 多 分 に こ じつ け の よ う な イ メ ー ジ を用

い よ う と した の だ ろ うか 。QueequegとIshmaelが め くっ て い る本 は 聖 書 で あ ろ う。Ish-

maelが 、 あ え て い え ば 、偶 像 教 徒 と して のQueequegを 受 け入 れ た よ う に、Queequegも

Ishmaelの 聖 書 を受 け入 れ た とい うふ う に 、考 え る こ とが で き る。Queequegは 、 偶 像 教

徒 な どで は な く、 キ リス ト教 の 本 質 か ら ま っ た くはず れ る こ とが な い の で あ るが 、 あ え

て 表 面 上 の 外 観 か ら判 断 す れ ば 、彼 は キ リス ト者 で は な い 。そ のQueequegと 、 キ リス ト

者 を も っ て 任 ず るIshmae1と の 融 合 を 示 す た め に 、 最 初 にQueequegが ペ ー ジ を め く り、

そ れ にIshmae1も 応 じて 、 二 人 で ペ ー ジ を め く り、Ishmaelは 、 聖 書 の 印 刷 の 意 義 と挿 絵

の 意 味 を説 明 し、Queequegの 興 味 を と ら え る。 これ は 、IshmaelがQueequegの 礼 拝 に あ

ず か っ た の と同 じ意 味 を もつ 。二 人 は、た が い の 宗 教 を融 合 さ せ た こ とに な る 。Ishmae1

は 、 窓 の 外 の幻(phantom)と 融 和 した よ う に、 い わ ばQueequegの 魂 と も溶 け合 う。 こ

の 本 が 聖 書 で あ る こ と は、 テ ー ブ ル の 上 に置 か れ て い る 大 きな 本(goingtothetable,

tookupalargebookthere)(p.81)ま た は,不 思 議 な本(countingthepagesofthe

marvellousbook)(p.82)と い う語 句 か らわ か る.。 宿 屋 の テ ー ブ ル に一 冊 だ け 置 か れ て あ

る大 き な本 とは 、聖 書 以 外 に な い だ ろ う し、marvellousは 、Ishmae1か ら み て もmarve1・

10usで あ る だ ろ うか らで あ る。Ishmaelは 、 印刷 の意 味 を 説 明 し た と い う よ りむ し ろ、聖

書 の 目的 を説 明 した の だ ろ う。printingの 前 に定 冠 詞 のtheが あ る か らで あ る 。

Wethenturnedoverthebooktogether,andIendevoredtoexplaintohim

thepurposeoftheprinting,andthemeaningofthefewpicturesthatwerein

it.ThereIsoonengagedhisinterest,andfromthatwewenttojabberingthe

bestwecouldaboutthevariousoutersightstobeseeninthisfamoustown.

(P.84)

不 明 瞭 な が らGabbering)意 を つ く して 話 し合 っ て い る内 容 は 、この 町 の 物 見 遊 山 に つ

い て で は な い だ ろ う。thisfamoustownは 、 復 活 に あ つ か る こ との で き る堅 固 な墳 墓 、

とい う意 味 の 、象 徴 と して のNewBefordを 意 味 して い る とお もわ れ る。 また 、第X章 の

Xに は、 ふ た つ の 実 体 が た が い に溶 け合 い相 乗 され る、 とい うcrossの 意 味 が 含 まれ て い

る こ とに な る。

使 用 テキ ス ト:〃bの 一砒 々oγ 伽 陥 陀 α孟のC勿 漉s1%漉 なoη九 詔∂∂誌 〃6η7'肱197⑧

:p.231.14か らp.301.11ま で は、平成2年 度 秋 季 ソー ロ ー学会 で 口頭研 究 発表

を した もの。
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